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理事長就任に
寄せて

公益事業のさらなる展開へ。
公社の新たな取り組みや、
発展を続ける東京の魅力を
分かりやすく紹介していきます。

公益財団法人東京都道路整備保全公社

理事長 横溝　良一

　
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
は
、都
政
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、都
内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期

完
成
と
防
災
機
能
の
向
上
に
向
け
、道
路
の
無
電
柱
化
や
道
路
用
地
の
取
得
、重
要
道
路
施
設
の
管
理
な
ど

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
無
電
柱
化
事
業
で
は
セ
ン
タ
ー
コ
ア
エ
リ
ア
な
ど
の
無
電
柱
化
、用
地
取
得
事
業
で
は
道
路
用
地
の
取

得
業
務
を
受
託
し
て
お
り
、さ
ら
に
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
に
係
る
側
道
整
備
や
、地
下
自
動
車
道
な
ど

の
重
要
道
路
施
設
の
安
全
・
安
心
な
管
理
、防
災
性
向
上
に
向
け
た
橋
梁
の
耐
震
補
強
工
事
、そ
し
て
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
を
実
現
す
る
道
路
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、都
内
の
違
法
路
上
駐
車
解
消
に
向
け
た
総
合
駐
車
対
策
と
し
て
、約
1
万
台
の
駐
車
場
を
管
理

運
営
す
る
と
と
も
に
、短
時
間
駐
車
の
た
め
の
30
分
未
満
の
駐
車
料
金
無
料
化
や
荷
さ
ば
き
駐
車
の
た
め

の
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、電
気
自
動
車
（
E
V
）用
充
電
設
備
の
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

た
都
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
時
間
制
駐
車
場
情
報
の
提
供
等
、先
駆
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
東
京
で
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、さ
ら
に
は
「
世
界
一
の
都
市
・
東
京
」を

目
指
し
た
都
市
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
公
社
と
し
て
も
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
道
路
の
無
電
柱
化
や
、木
造
住
宅
密
集
地
域

に
お
け
る
不
燃
化
の
た
め
の
道
路
用
地
の
取
得
、発
災
時
に
お
け
る
道
路
機
能
の
早
期
回
復
を
支
援
す
る

道
路
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
等
、対
策
が
急
が
れ
る
事
業
に
関
し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、安
定
的
経
営
基
盤
の
確
立
に
向
け
、収
益
事
業
の
充
実
と
効
率
的
な
事
業
運
営
に
よ
る
経
営
基

盤
の
強
化
に
努
め
、得
ら
れ
た
収
益
を
都
民
へ
還
元
す
る
た
め
の
公
益
事
業
の
さ
ら
な
る
展
開
を
図
る
こ

と
で
、都
民
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
誌
「T

R-m
ag.

」で
は
、公
社
の
新
た
な
取
り
組
み
や
、発
展
を
続
け
る
東
京
の
魅
力
を
積
極

的
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
こ
と
を
通
し
て
、こ
の
広
報
誌
が
都
民
の
皆
様
と
公
社
と

の
情
報
交
換
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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ヒ
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
蛇
口
を
押
す
と
コ
ッ

プ
１
杯
の
黄
金
の
水
が
出
て
き
ま
す
。
口
当
た
り
の

よ
い
黄
金
の
水
を
飲
み
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　
前
原
坂
上
の
交
差
点
を
渡
り
小
金
井
街
道
の
左

側
を
少
し
行
き
、
左
に
曲
が
っ
て
坂
を
下
る
と
金
蔵

院
が
あ
り
ま
す
。
金
蔵
院
は
明
治
時
代
に
は
公
立

小
学
校
に
、
大
正
時
代
は
村
役
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
境
内
の
初
秋
に
咲
く
白
い
萩
の
花
は

美
し
く
、
ま
た
、
ケ
ヤ
キ
と
ム
ク
ノ
キ
は
市
の
天
然

記
念
物
で
す
。

　
金
蔵
院
の
前
の
道
の
少
し
先
に
、
市
の
天
然
記

念
物
・
旧
谷
口
家
の
オ
ニ
イ
タ
ヤ
の
巨
木
が
あ
り
ま

す
。
カ
エ
デ
科
の

一
種
で
樹
高
約
14

ｍ
、
幹
周
囲
４
・

２
ｍ
も
あ
り
、
家

の
門
の
後
ろ
で
空

に
向
か
っ
て
枝
を

大
き
く
広
げ
た

姿
は
見
事
で
す
。

金
蔵
院
の
前
を

右
に
行
く
と
墓

地
が
あ
り
、
こ
こ
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墓
地
か
ら
池
の
上
通
り
に
出
て
、
左
に
曲
が
り
、

坂
下
橋
で
野
川
を
越
え
て
新
小
金
井
街
道
を
渡
り

左
に
少
し
行
く
と
、
薬
師
通
り
に
出
ま
す
。
少
し

先
の
歯
科
の
手
前
の
道
を
左
に
入
り
、
ど
ん
ぐ
り
の

森
を
見
な
が
ら
平
代
坂
を
上
る
と
連
雀
通
り
に
出

ま
す
。
こ
の
道
を
右
に
曲
が
り
、
し
ば
ら
く
歩
く
と

小
金
井
街
道
と
交
差
す
る
前
原
坂
上
の
信
号
が
見

え
て
き
ま
す
。

　
こ
の
信
号
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
道
を
左
に
入
っ
た
所

に
、
六
地
蔵
が
あ
り
ま
す
。
平
成
16
年
、
地
元
の

商
店
会
が
狭
い
境
内
の
地
下
１
０
０
ｍ
か
ら
天
然
水

の
汲
み
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。
六
地
蔵
の
恵
み
・

黄
金
の
水
は
町
内
の
名

物
と
な
り
、
商
店
街
で

は
こ
の
井
戸
水
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
や
コ
ー

六
地
蔵
の
恵
み
・
黄こ

金が
ね

の
水

　
小
次
郎
は

幕
末
の
侠
客
で
、
関
東
に
３
千
人
の
子
分
を
持
っ
て

い
た
と
い
わ
れ
、
江
戸
町
火
消
の
頭
と
し
て
名
高
い

新
門
辰
五
郎
と
も
義
兄
弟
で
し
た
。
三
宅
島
に
流

さ
れ
た
時
、「
小
次
郎
井
戸
」
を
掘
り
、
島
の
発
展

に
尽
力
し
ま
し
た
。
そ
の
縁
で
小
金
井
市
は
三
宅
村

と
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
墓
碑
銘
は

親
交
の
あ
っ
た
山
岡
鉄
舟
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
墓
地
か
ら
左
に
少
し
行
く
と
小
金
井
神
社
が

あ
り
ま
す
。
菅
原
道
真
を
祭
神
と
し
て
元
久
２
年

（
１
２
０
５
）
に
天
満
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

小
金
井
村
の
総
鎮
守
で
、
社
殿
の
奥
に
は
弓
道
場

が
あ
り
、
練
習
の
様
子
が
見
学
可
能
で
す
。
ま
た
、

境
内
に
は
役
割
を
終
え
た
石
臼
を
供
養
す
る
石
臼

塚
も
あ
り
ま
す
。

　
小
金
井
神
社
か
ら
薬
師
通
り
を
野
川
に
向
か

い
、
川
沿
い
の
道
を
左
に
行
っ
た
中
前
橋
の
手
前

を
左
に
行
き
、
第
二
中
学
校
を
過
ぎ
、
は
け
の
道

金蔵院（白い萩の花） 天然記念物のケヤキとムクノキ

小金井神社

石臼塚

を
右
に
曲
が
る
と
、
は
け
の
森
美
術
館
に
着
き
ま

す
。
こ
の
美
術
館
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活

躍
し
た
洋
画
家
・
中
村
研
一
が
後
半
生
を
過
ご
し
た

地
に
あ
り
、
研
一
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
美
術
館
の
裏
に
あ
る

美
術
の
森
緑
地
に
は
湧
水

池
が
あ
り
、
は
け
の
小
路

の
せ
せ
ら
ぎ
に
流
れ
込
み
、

野
川
に
注
い
で
い
ま
す
。

　
美
術
館
か
ら
は
け
の
道
を
左
に
少
し
行
く
と
ム

ジ
ナ
坂
が
あ
り
ま
す
。
夜
に
こ
の
坂
を
通
る
と
ム
ジ

ナ
（
タ
ヌ
キ
）
に
化
か
さ
れ
る
と
い
う
噂
か
ら
、
こ

う
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
小
説

『
武
蔵
野
夫
人
』
の

作
者
・
大
岡
昇
平
は

こ
の
坂
近
く
の
家
に

一
時
期
住
ん
で
い
て
、

こ
の
小
説
の
構
想
を

練
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

に
侠
客
・
小

金
井
小
次
郎

の
墓
が
あ
り

ま
す
。

王
坐
像
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
修
復
中
の
た
め
見

学
で
き
ま
せ
ん
。

旧谷口家のオニイタヤの巨木

三宅島の発展に尽力した
幕末の侠客
小金井小次郎の墓

小金井市立はけの森美術館

美術館の裏に
ある美術の森
緑地

はけの小路

ムジナ坂
湧水池側から中村研一
旧居を臨む

小金井市中町1-11-3
開館時間：10時～17時

（入館は16時30分まで） 
休館日：月曜日（休日の場合は翌日）、
年末年始、展示替え期間 
観覧料：所蔵作品展／小中学生100 
円、大人200 円、未就学児は無料（企
画展はその都度設定）  
問い合わせ：042-384-9800

1階展示室

2階展示室

町内の名物・黄金の水

貫井共同墓地にある
イイギリの大木

7

248

247

15

14

136

134

武蔵小金井駅武蔵小金井駅
東小金井駅東小金井駅

至武蔵境至武蔵境

至国分寺至国分寺

新小金井駅新小金井駅

都立小金井公園都立小金井公園

JR中央線JR中央線

西武
多摩
川線

西武
多摩
川線

都立武蔵野公園都立武蔵野公園

江戸東京
たてもの園
江戸東京
たてもの園

野川野川

都立野川公園都立野川公園

東京学芸大学東京学芸大学

東京農工大学東京農工大学

弁天橋弁天橋
鞍尾根橋鞍尾根橋

中前橋中前橋

第二中学校第二中学校天神橋天神橋

貫井神社貫井神社

湧水の道湧水の道

小金井第四
小学校

小金井第四
小学校

法政大学法政大学

小金井橋小金井橋
五日市街道五日市街道玉川上水

玉川上水 上水梅通り上水梅通り

東八道路東八道路

連雀通り連雀通り

農工大通り
農工大通り

平右衛門橋平右衛門橋

旧浴恩館旧浴恩館

CoCoバス
小金井公園入口
CoCoバス
小金井公園入口

小金井桜町
駐車場
小金井桜町
駐車場

国際基督教大学国際基督教大学

小金井警察署小金井警察署

薬師通り
薬師通り

三楽の坂三楽の坂 小金井市役所小金井市役所

どんぐりの森どんぐりの森

イトー
ヨーカドー
イトー
ヨーカドー

歯科歯科
坂下橋坂下橋

前原坂上前原坂上
黄金の水黄金の水

しあわせ地蔵しあわせ地蔵

六地蔵六地蔵
旧谷口家の
オニイタヤ
旧谷口家の
オニイタヤ

金蔵院金蔵院

滄浪泉園滄浪泉園

イイギリの大木イイギリの大木 小金井小次郎の墓小金井小次郎の墓

ムジナ坂ムジナ坂

はけの森
美術館
はけの森
美術館

東京農工大学
科学博物館
東京農工大学
科学博物館

小金井神社小金井神社

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

薬
師
通
り

薬
師
通
り

池
の
上
通
り

池
の
上
通
り

はけの道はけの道

3

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
高
架
化
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
武

蔵
小
金
井
駅
の
南
口
か
ら
散
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
左
手
の
「
し
あ
わ
せ
地
蔵
」
が

お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま
す
。
命
名
は
小
金
井
市
の

名
誉
市
民
で
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
な
ど
の

作
詞
で
知
ら
れ
る
故
星

野
哲
郎
氏
で
す
。
駅
前

の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

の
南
側
の
通
り
を
過
ぎ

て
左
に
行
く
と
、
連
雀

通
り
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

こ
こ
を
右
に
曲
が
り
10

分
ほ
ど
行
く
と
左
手
に

滄そ
う
ろ
う
せ
ん
え
ん

浪
泉
園
の
森
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
北
側
の
高
い
台
地
と

南
側
の
低
い
土
地
の
境

に
は
、
高
低
差
が
15
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
庭
園
は
こ
の
斜

面
を
巧
み
に
利
用
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。「
は
け
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
国
分
寺
崖
線
の
段
差
は
、
東
西

に
立
川
市
〜
大
田
区
ま
で
延
び
て
い
て
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
地
下
水
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。

2015 AUTUMN●

　
神
社
の
前
の
道
を
右
に
行
き
、
野
川

に
架
か
る
鞍
尾
根
橋
の
手
前

を
川
に
沿
っ
て
左
に
曲
が
っ

た
少
し
先
の
左
手
の
道
が
、

湧ゆ
う

　す
い水
の
道
で
す
。
野
川
の
旧

河
道
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た

遊
歩
道
を
抜
け
、
弁
天
橋
を

渡
り
左
に
少
し
行
く
と
、
貫

井
共
同
墓
地
の
中
ほ
ど
に
イ

イ
ギ
リ
の
大
木
が
あ
り
、
初

秋
に
は
た
く
さ
ん
の
赤
い
実

を
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
墓
地

内
の
閻
魔
堂
に
は
木
造
閻
魔

清
ら
か
な
水
が
湧
く

貫
井
神
社
へ

　
犬
養
毅
元
首
相
が
「
手
や
足
を
洗
い
、
口
を
そ

そ
ぎ
、
俗
塵
に
汚
れ
た
心
を
洗
い
清
め
る
、
清
々
と

豊
か
な
水
の
湧
き
出
る
泉
の
あ
る
庭
」
と
し
て
名
付

け
た
滄
浪
泉
園
は
、
都
内
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
静

け
さ
で
す
。
ぜ
ひ
、
心
静
か
に
こ
の
庭
園
の
水
琴
窟

を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
滄
浪
泉
園
か
ら
連
雀
通
り
を
左
に
行
き
、
小
金

井
第
四
小
学
校
の
手
前
を
左
に
曲
が
る
と
三
楽
の

森
が
見
え
ま
す
。
三
楽
の
坂
の
急
な
道
を
下
り
、

右
に
折
れ
る
と
貫
井
神
社
が
あ
り
ま
す
。
水
の
神

が
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
で
、
境
内
の
奥

に
は
清
ら
か
な
湧
水
が
今
も
こ
ん
こ

ん
と
湧
き
出
て
い
ま
す
。

自動車を駅周辺の駐車場に停めて (Park）、電車やバ
スに乗り換える(Ride）。渋滞緩和の方策の一つで、（公
財）東京都道路整備保全公社も渋滞緩和や環境改善
を図るためにパーク & ライドを推進しています。

2

分寺分分分至至国分国分分寺至国分国分分寺

京学芸大学東東京学京学学芸大芸大学大学東京学芸大学

天橋天弁天天天天弁天橋弁天弁天橋天橋弁天橋天橋
橋鞍尾根橋鞍鞍尾根橋鞍鞍尾根橋橋根根鞍鞍尾根尾根橋根橋鞍鞍尾尾根橋根橋

井神社井井貫井井神社井貫井井神社井貫井神社貫貫井貫井神井神社神社貫井神社

水 道湧水の道水水の水の水の道湧湧水の道道湧水の水の道の湧水湧水の水の道の道湧水の道

校
井第井井井小小小小小金金井第四小金井第小金小金井金井井第第四第小金金井第四
小小学学校小学小学小学校小小学校小小学校小学小学校学校小学校

小金小金井小金井小金小金井金井小金金井の坂楽のの坂三楽の三楽のの坂三楽三楽の楽の坂の坂三楽の坂

下坂坂坂下下坂下下坂坂坂下坂下橋下橋坂下下橋

滄浪泉滄浪滄浪浪泉園滄浪浪泉園

リの大のギリリイイギイイイイギリの大ののイイギ 大ギリの大イイギリの大の大イイギリの大

街
道
街
道

井
街
井井井井井井井井
金金
小
金
小
金
小
金

新
小
新
小
新
小小
新新
小
新
小
金
小
金
井
金
井
街
井
街
道
街
道

通
り
通
り
通
りり
上
通
上
通
の
上
の
上
のの
池
の
池
の
池
の
池
の
池

り

池
の
池
の
上
の
上
通
上
通
り
通
り

自動車を駅周辺の駐車場に停
スに乗り換える(Ride）。渋滞緩
財）東京都道路整備保全公社
を図るためにパーク & ライド

金井井駅金井井駅金井金井井駅金井駅井駅
武蔵境至至武武蔵境蔵境至武至武蔵武蔵境蔵境

新小金井駅駅新小金井駅駅新小金井新小新小金小金井金井井駅新小金井駅

園園

西武
多摩多摩多武多多
摩川
線

西武西武
多武多
摩多摩
川摩川
線川線

西武西武
多武多
摩多摩
川摩川
線川線

野川立野川公公立野川公立立野野川川公公園立野川公園

ススス
入入口口園入園入入口園入口

基督教大学国国際基際基督基督督教大教大学大学国際基督教教大学

蔵駅お名作野のの 清貫

武蔵小金井駅南口 しあわせ地蔵

清らかな湧水が今もこんこ
んと湧き出ている

貫井神社

はけと湧き水を
巧みに利用した庭園

貫井神社

滄浪泉園
小金井市貫井南町3-2-28
開園時間：9時～17時 

（入園は16時30分まで）　
休園日：火曜日（祝日の場合は翌日）
入園料：子ども、60歳以上50円

（6歳以下は無料） 大人 100円
問い合わせ：042-385-2644

野川湧水の道

「街なかの散策は
マナーに気をつけて!!」

小金井桜町駐車場
所 在 地： 小金井市桜町1丁目7番15号
収容台数： 8台
利用料金： 昼間８時～22時　20分100円
　　　　　 夜間22時～8時　　60分 100円
　　　　　 入庫当日24時まで最大1,500円
　　　　　 ※入庫後30分未満無料
 ※荷さばき可能駐車場

水が奏でる
不思議な音に
癒されます！

イトイトイイトトイトトーイトー井神社貫井貫

247

学政大政大大法法政大大学政大法法法政大政大学大学法政大学学学学学

小金井市散策の強い味方
CoCoバス

※取材協力／小金井市広報秘書課

小金井市は東京都のほぼ中央に位置し、豊かな自然環境に恵まれた住み心地のよい街とし
て知られています。今回は、国分寺崖線の清らかな湧水と坂、緑いっぱいの野川に沿った
市の南エリアを中心に、小金井市広報秘書課の斉藤祐太さんと林香織さんにご紹介いただ
きました。パーク＆ライドや駐車場を上手に活用して、のんびりと街の散策を楽しみましょう！

小金井市を楽しもう！Scene41
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  週末は都会の森で遊ぼう！実施中

  第66回農業祭 

2015 AUTUMN●

　
ム
ジ
ナ
坂
の
先
に
は
広
々
と
し

た
武
蔵
野
公
園
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
春
に
は
約
40
種
、
１
０
０
０

本
も
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
秋
に
は
野
川
沿
い
の
モ
ミ

ジ
が
真
っ
赤
に
染
ま
り
ま
す
。豊
か
な
自
然
の
中
で
、

の
ん
び
り
散
歩
を
し
た
り
、
紙
飛
行

機
を
大
空
に
飛
ば
し
た
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
た
り
な
ど
、
絶
好
の
癒

し
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
川
に
沿
っ
て
15
分
ほ
ど
歩
き
、

西
武
多
摩
川
線
の
高
架
橋
を
く
ぐ
る

と
野
川
公
園
に
入
り
ま
す
。
元
は
国

　
　
　
　
　
　
☆
　
☆
　
☆

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
坂
と
水
の
ま
ち
小
金

井
市
に
は
、
他
に
も
様
々
な
散
歩
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
心
地
よ
く
素
敵
な
時
を
過
ご
し
に
ぜ
ひ
、
訪

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。   

野
川
に
沿
っ
て
隣
り
合
う

武
蔵
野
公
園
と

野
川
公
園

※掲載データは平成27年10月20日現在のものです。

楽しいイベントが目白押しの小金井市へ GO!

小金井市桜町3-7-1（都立小金井公園内）
開園時間：9時～16時30分（入園は閉園の30分前まで）
 （4月～9月は9時～17時30分） 
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は、その翌日）
入園料：未就学児童、小学生、中学生（都内在学または在住）無料、
中学生（都外）、高校生、65歳以上200円、大学生320円、大人
400円、毎月第3水曜日（シルバーデー）は、65歳以上の方は無料
問い合わせ先：042-388-3300

小金井市関野町1-13-1
問い合わせ先：042-385-5611（小金井公園サービスセンター）

小金井市中町2-24-16
開館時間：10時～17時

（入館は16時まで） 
休館日：日曜・月曜・祝日、
５月31日（創立記念日）、
夏期は8月中旬（要問い合わせ）、冬期 12/27～
1/5　入場無料   問い合わせ：042-388-7163

東京都小金井市緑町3-2-37
開館時間：9時～16時30分
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始 
入館料：無料
問い合わせ：042-383-1198

　JR中央線の東小金井駅北口か
らCoCoバスに乗り、小金井公園
入口のバス停で降りるとすぐ、小
金井公園の前を流れる玉川上水
に架かる平右衛門橋に出ます。こ
の橋は五日市街道に架かっていた
歩道橋を撤去し、人道橋として新
設されたものです。橋の名前は、
武蔵野新田の開発に尽力した川
崎平右衛門から名づけられました。玉川上水の両岸
に、平右衛門によって植樹されたヤマザクラは小金
井桜と呼ばれ、地域の人たちに守られ続け、大正13年

（１９２４）に国の名勝に指定されました。
　この橋を渡った先が、総面積が約80ｈa（東京ドー
ム約17個分）と都立公園では最大級の規模を誇る小
金井公園です。園内には約１7００本の桜が植えられていて「日本さくら名所１００選」
にも選ばれています。桜のほかにも四季折々の花が咲き、いこいの広場などの芝生が
広がる、開放的な大きな空間が魅力です。

　また、隣接地には文化的価値の高い歴史的建
造物を移築した「江戸東京たてもの園」がありま
す。高橋是清邸や「千と千尋の神隠し」のモデル
となった文具店など、30棟の建物が復元・展示
されていて、１日中楽しむことができます。

　ＪＲ中央線東小金井駅nonowa口から徒
歩10分ほどのところに東京農工大学科学博
物館があります。博物館には、養蚕や製糸に
関する素材と道具、機械など1万３０００点の
資料が展示してあり、これらをテーマにした
錦絵も見られます。世界初の人造繊維・シャル
ドンネ人絹も見学でき、織物、染め物などの
サークル講習会も行われています。
　主に火曜日にボランティアの人たちによる
繊維機械の案内をしてもらえます。生糸を作
る全工程を自動化した機械があり、予約をす
れば自動繰糸機が動くところも見学可能で
す。正門から続く見事なイチョウ並木は一見
の価値があります。　

　旧浴恩館と空林荘跡は下村湖人ゆかりの建
物で、青年団講習所の所長を務めていた湖人
が「次郎物語」を執筆した場所です。旧浴恩館
は現在、考古資料や民具などを展示する、小
金井市文化財センターとして利用されていま
す。

広域スタンプラリーと無料レンタサイクルにより、調布市・三鷹市・小金
井市の魅力を、自然やグルメなどを通して再発見するイベントを実施
中です。レンタサイクル貸出所およびラリーポイントで配布する台紙
に、５カ所以上でスタンプを押すと抽選で賞品が当たります。
応募方法等詳しくは、経済課（小金井市役所第二庁舎4階）などで配布
するチラシか小金井市ホームページをご覧ください。

野菜で作った宝船の展示、市内で生産され
た農産物（野菜、果樹、植木等）の品評会や
即売会など、いろいろな催しを用意していま
す。ぜひ、ご来場ください。
■ お問い合わせ／
JA東京むさし 小金井ファーマーズ・マーケット
 （042-385-3281）、経済課産業振興係（042-387-9831）

■ お問い合わせ／経済課産業振興係（042-387-9831）

11月14日（土）・15日（日） 場所／フェスティバルコートほか

11月29日（日）までの祝日、毎週土曜・日曜日
場所／小金井市・三鷹市・調布市

東京農工大学科学博物館
繭からひもとく繊維の博物館

際
基
督
教
大
学
所
有
の
ゴ
ル
フ
場

で
、
広
い
芝
生
に
そ
の
面
影
を
残

し
て
い
ま
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具

の
あ
る
わ
ん
ぱ
く
広
場
や
、
四
季

折
々
の
植
物
や
昆
虫
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
自
然
観
察
園
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
休
日
は
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

江戸東京たてもの園

東京都立小金井公園

武蔵野公園に続く野川沿いの道

東京都立武蔵野公園

東京都立野川公園

平右衛門橋

江戸東京たてもの園

下町中通りの突き当たりにある子宝湯は
「千と千尋の神隠し」の参考にした建物の
一つとなったといわれています。

下町中通り

浴恩館公園

科学博物館１階に展示されている自動繰糸機

浴恩館公園にある
空林荘跡

２階の繊維関連展
示室には、様々な
繊維を糸に紡ぐ紡
ぎ車やアンティー
クミシンなどが展
示されています。

武蔵野公園からの
野川公園に向かう遊歩道

CoCoバスで
小金井公園へ

旧浴恩館へ

ちょっと足を
のばして



いわき市 宮古市 福島県いわき建設事務所石巻中央公民館岩手県沿岸広域振興局 宮城県教育庁

開催にあたり挨拶をされる東京都第
三建設事務所長(左)と宮城県東京
事務所長（右）

（公財）東京都道路整備保全公社は、東京都第三建設事務所と連携し「被災地で育てられた花の
定植イベント2015夏」を実施しました。 
当日は天候にも恵まれ、ご応募いただいた小学生とその保護者74名に加え、周辺企業の皆様に

もご協力いただき、46基のプランターに被災地の皆様が育てた花苗を定植
しました。当日のイベントの様子について、本誌で紹介いたします。 
プロジェクトの詳細については、専用ホームページをご覧ください。

（http://www.tmpc.or.jp/hana_pro/）

●開催日時： 平成27年7月30日(木)
 10時～12時30分
●実施場所： 新宿副都心4号線歩道
●参 加 者： 都内在住・在学の小学生と
 その保護者及び周辺企業の方々、
 関係者約100名
●主　　催： 東京都第三建設事務所　
 (公財)東京都道路整備保全公社

公益目的事業①（道路に関する普及啓発事業）

被災地で育てられた花の定植イベント2015夏
■平成27年7月30日(木)

定植指導の上田良就
先生から花の扱い方
の注意点や植え方の
説明を受けて準備完
了。

歩道上に設置された
空のプランター

被災地の皆さんが育てた花たちがお花畑になりました！

岩手県エリア、福島県
エリア、宮城県エリア
に分けられた定植会
場へ移動。

復興への願いを込めて
被災地から贈られた花たちが、
新宿のまちを明るくしています！

メッセージ
ボードに

みんなの思いを
書き込みました！

東京都庁前で記念撮影。参加者全員の大きな笑顔は、花を育ててくれた被
災地の皆さんへの感謝の気持ちと復興への願いがこもっています。

彩りを考えて花苗を選びます。

植え方 のコツ
を上田先生に
教えてもらい
ます。

参加された皆さんに感謝し、閉
会の挨拶をする横溝良一理事長

植え付けはしっかり穴を掘って！大きなお花が
咲くかな!?

慎重にポットまで
運びます！

● 昨年も参加し花に触れながら東北の
 皆さんのことを考えるとてもよい機会

になりました。
● 東北の皆さんの気持ちを考えながら
 お花を植えてメッセージを書きました。
● みんなで植えられて楽しかったです！
   たくさんの笑顔が見られるようにと
  メッセージを書きました。

● 東北の皆さんが早く元気に
なってもらいたいと思い、

 今年も参加しました。
● いろんなお花を見て、自分で

選べて良かったです。
● 早く元気になってね。ラブと

書きました。
● お花がきれいで良かったです。

参加者の声

花苗を提供して
頂いた自治体

開会式

閉会式

定 植

　「道で咲かせよう東北の花」は、東北被災地の復興支援の一助と
して、当公社と東京都が東北被災地3県と連携して取り組んでいる
プロジェクトです。
　当公社は花の生育に必要なプランターや花苗等の資材を提供
し、東京都は定植するプランターを都道に設置しております。東北
被災地3県は育てた花の一部を東京に送っています。
　道に花を植えることで、道路が明るくなるとともに、地域一体で
花を育てることでコミュニティが形成され「心の復興支援」につな
がればと考えております。
　7月30日のイベントで植えられた花は、東北被災地3県で育てられた「復興活動の
証の花」であり、被災地の皆様が心を込めて育てた花です。
　イベントの参加者は「東京でさらに大きく育って欲しい」という被災地の皆様の想い
を受け取り、心を込めて花を植えました。
　このイベントを通じて、被災地3県の皆様と都民の皆様の「心の交流」が図られたこ
とと思います。来年度も定植イベントを実施しますので、皆様のご参加をお待ちしてお
ります。

● 2015 AUTUMN6

（公財）東京都道路整備保全公社 公益事業課長 橋詰 顕

定植前

定植作業

定植後



  夢のみち2015イベント開催                      ■平成27年8月20日（木）～21日（金）

8 ● 2015 AUTUMN

公益財団法人東京都道路整備保全公社と東京都建設局は、都民のみなさんが、道とふれあい、道に親しみをもち、道が日々の生活に身近な施設であることを実感
していただくために、平成22年度から「夢のみち」事業を実施しています。「夢のみち」というネーミングは、その道に暮らす人々の願いや思いを「夢」という普遍的な
イメージをもつ文字で表現することで、道に関する理想や未来像を想起させ、道と親しむきっかけを作りたいという思いをこめたものです。

「夢のみち」事業とは

道とふれあい、道に親しむ……
道を身近に実感できる様々な行事を開催しました。
公益目的事業①（道路に関する普及啓発事業）

夢のみち2015道路標語・絵画コンクール入賞作品表彰式  ■平成27年8月20日（木）   

ペーパークラフト「PA-PE-Ra」工作では
作ることの楽しさを実感！

飛び出す3D紙芝居も大好評！
この他、科学実験ショーやコンサートが実
施され、たくさんの人で賑わいました。

江戸紙切りパフォーマンスでは、子どもた
ちの目が釘付けに！

沢山の応援メッセージでパネルが埋め尽く
されました！完成した応援メッセージボード
は連携している東北の自治体にお送りしま
した。

「道で咲かせよう東北の花」定植イベントで
花を植えたプランターを展示

8月20日は
ロードスイー
パー（路面清
掃車）を展示

8月2１日は
移 動 水 族 館
車（うみくる
号）を展示

東京都の
キャラクター
ハイパースス
ムくんもやっ
て来ました。

間 近 に 見 る
信 号 の 大 き
さにビックリ！

入賞作品は都庁第一本庁舎1階アート
ワーク台座に展示（8月19日～24日）。

新宿駅西口プロ
ムナード・ギャラ
リーに道路標語
入賞作品と全て
の絵画作品を展
示（8月16日～
9月25日）。

沢山の応援メッセージでパネルが埋め尽く

8
移
車
号 「道で咲かせよう東北の花」定植イベントで

8
ロ
パ
掃

バッテリーカー「Nine Bot」体験も好評で
した。

東
キ
ハ
ム
て

東

間
信
さ

飛び出す3D紙芝居も大好評！

「地球から宇宙まで
を鍵盤でつなぎ、赤
ちゃんからお年寄り
まで歩けるといいな
と思って描きました」
と最優秀賞の江島未
彩さん。

優秀賞 東北特別賞

（公財）東京都道路整備保全公社と東京都建設局では、「夢のみち」事業の取組みの一つとして、都内及
び「道で咲かせよう東北の花」で連携している釜石市・石巻市・いわき市内の小・中学生を対象に「『人

ひと

・街
まち

・
未
み ら い

来』つながる“みち”づくり」をテーマに道路標語と絵画を募集しました。入賞者の表彰式を、平成27年8
月20日（木）、新宿駅西口広場イベントコーナーで行いました。夢のみちのロゴマークをデザインされた石川
明さんからの講評もありました。

優秀賞 東北特別賞

「作っている途中
の道路を見て、こ
の 道 路 が未 来に
続いていると思っ
て標語を作りまし
た」と最優秀賞の
平井美野里さん。

道 路 標 語

表 彰 式 の 様 子
絵  画

新宿駅西口広場イベントコーナーにおいて「夢のみち」2015イベントを開催しました。「『人
ひと

・街
まち

・未
み ら い

来』つな
がる“みち”づくり」をテーマに、ワークショップやスタンプラリーなどの参加型コーナーをはじめ、道路につい
て楽しく学べるイベントが盛りだくさんでした。参加企業や東京都による道に関する取組みの紹介など、「み
ち」に対する親しみをもっていだだき、道の大切さを体感できる2日間となりました。

ペーパークラフト「PA PE Ra」工作では

バッテリーカー「Nine Bot」体験も好評で

江戸紙切りパフォーマンスでは 子どもた

表彰にあたり挨拶をする横溝良一理事長

※道路標語・絵画コンクールの入賞作品は、TR-mag.40号にて紹介しております。

受賞された皆さんおめでとうございます！

「どの作品も道路は大
切なものという思いが
込められた素晴らしい
ものでした。これから
も自由な発想でいろい
ろなことに挑戦をして
いって欲しいです」と審
査委員の石川明さん。

景品や参加賞がもらえるスタンプラリーは大人気でした。

ステージゾーン ワークショップ出展企業・団体 道で復興応援ゾーン
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参加者の声

環状七号線地下調節池について
知っていただくために東京都建設局
第三建設事務所のご協力のもと、
善福寺川取水施設や地下調節池を

見学しました。

夜間に走りながら道路の汚れやゴミを
清掃してくれている、“働く車＝ロードスイーパー”

に体験試乗しました。

地 元 の 小 学
生が描いたカ
ラフルな絵が
ひと際目を引
きます。

JR王子駅前で受付後、バスで体験試乗会場の「王子自動車学校」へ移動。

外国製（左）と日本製（右）の2台のロードスイーパーに試乗。
運転席が4tトラックよりも高い位置なので階段を使って試乗！見晴らしの
良さに大満足です。

模 型 を 使っ
て調節池に
川の水を引
き込む仕組
みや川の氾
濫を防ぐ様
子について
解説。 ペットボトルを使った実験で水

の流れがわかりました。

東京都第三建設事務所工
事第二課の担当者より、調
節池整備前の水害（平成
5年8月）の映像を見なが
ら、施設全体の概要と調節
池の役割等について説明
を受けました。

一般社団法人東京道
路清掃協会の担当
者から、東京都の道
路清掃の仕組みと体
験試乗するロードス
イーパーについての
説明を受けました。

散水車には作業中のホコリを防ぐ
ために水が沢山積まれています。

平均時速6kmというゆっくりした速
度で走りながら、ブラシを使って道路
をキレイにしていきます。

窓越しにデモンストレーション走行を見学。東京の道路清掃は、先行車、
散水車、ロードスイーパー、ゴミ運搬車の4台が1チームで行っています。

6つの大きなモニターで川の水位を24時間監視してい
ます。

地上の取水口から
地下トンネルへ水
を 落とす 縦 穴 。ド
ロップシャフトと呼
ばれる渦を巻きな
がら水を落とす仕
組みで騒音や振動
を抑えています。

縦穴から地下調節池までは約150mのトンネルでつながっています。
環状七号線の地下にシールド工法で掘られたトンネル。延長約4.5㎞
という巨大な地下調節池です。

調節池との間を結ぶ扉は水の浸入を
防ぐために二重になっています。

エレベーターで
地下約43mの
調節池へ移動。 

中央監視室

地下調節池

説 明

模型室

ホッパーを上げると大迫力です！

夢のみち2015 親子体験ツアーを実施！
平成27年7月28日（火）と8月10日（月）の2日間、小・中学生とその保護者を対象
にした、親子体験ツアーが開催されました。普段見ることのできない、道路に関連
した施設の見学やロードスイーパーの体験試乗をしていただきました。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
安
全

に
道
路
清
掃
が
さ
れ
て

い
る
の
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
の
良
い
経

験
に
な
る
と
思
い
参
加

し
ま
し
た
。

運
転
席
が
高
く
て
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
！

ト
ン
ネ
ル
の
大
き
さ
に

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
！

こ
ん
な
仕
組
み
に

な
っ
て
る
ん
だ
！

潜
水
艦
に
入
っ
た
み
た
い
！

環状七号線地下調節池見学ツアー
■平成27年7月28日（火）

人知れず活躍する“道路お掃除隊”
「ロードスイーパー（路面清掃車）」

体験試乗　
■平成27年8月10日（月）

善福寺川取水施設の入口で受付開始。

みんなカメラマンに！
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フォーラム終了後に、交流会を開催。発表された皆さんや来場された皆さん
の情報交換、交流の場として、親睦を深める貴重なひと時となりました。

Yumenomichi Forum

ランナーとして、
夢をかなえる伝道師として「夢のみち」に対する思い

（バルセロナオリンピック、アトランタオリンピックの女子マラソンメダリスト）
有森裕子氏

ず
で
す
。
結
局
、人
生
も
マ
ラ
ソ
ン
と
一
緒
で
、「
何

で
?!
」と
不
満
ば
か
り
を
言
っ
て
い
て
は
自
分
の

力
が
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　
私
の
初
マ
ラ
ソ
ン
は
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ

ン
で
し
た
。
本
当
に
苦
し
い
道
の
り
で
、
何
度

も
足
が
止
ま
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
が
沿
道
に
立
っ
て
長

い
列
を
作
っ
て
並
ん
で
い
た
少
年
野
球
の
子
ど

も
た
ち
で
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
を
目
の
前
に
し

て
止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
い
う
思
い
が

私
の
足
を
動
か
し
ゴ
ー
ル
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ム
は
そ
の
当
時
の
初
マ
ラ
ソ
ン
日
本
記
録
で
、

私
に
と
っ
て
は
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
第
一
歩
を
踏

め
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
な
い
、
色
々
な
人
の
力
を
借
り
て
自
分

は
走
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た

レ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
私
は
少
し

ず
つ
で
す
が
目
標
と
す
る
道
に
進
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
今
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

道
は
実
質
的
に
は
車
や
人
が
通
り
ま
す
。
で
も
、

ど
う
い
う
思
い
を
持
っ
て
歩
く
の
か
に
よ
っ
て
そ

の
道
の
価
値
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
最
終
的
に
ど

ん
な
道
に
な
る
の
か
は
そ
の
道
を
使
う
人
に
よ
っ

て
決
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。（

講
演
よ
り
抜
粋
、
編
集
）

　
日
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
走
る
こ
と
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
が
少
し
ず
つ
で
す
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一つ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
元
気

に
し
よ
う
と
い
う
活
動
で
20
年
前
か
ら
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
の
周
辺
に
あ
る
道
で
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
小
学
校
で
の
初
等

教
育
が
充
実
し
て
き
て
運
動
会
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
至
る
道
に
私
が
携
わ
っ
て

き
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
少
し
で
も
足
跡
を
残
せ
た

な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
内
で
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、
そ
し
て
復
興
の
お
手
伝

い
を
今
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
25
年
以
上
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
生
活
の
中
で
ず
っ

と
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
ラ
ン
ナ
ー
の
意

識
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
日

本
で
は「
何
分
で
走
っ
た
か
？
」「
何
人
抜
か
し
た

か
？
」と
い
う
の
が
当
た
り
前
の
考
え
方
で
し
た

が
、
外
国
と
同
じ
よ
う
に「
何
の
た
め
に
走
っ
た

の
？
」と
い
う
言
葉
が
だ
い
ぶ
根
付
い
て
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
作
っ
た
の
が
東
京
マ

ラ
ソ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
第
1
回
目
が
私
の
引
退

レ
ー
ス
で
、
最
後
の
晴
れ
舞
台
と
し
て
走
ら
せ
て

も
ら
い
、
個
人
的
に
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
東
京

マ
ラ
ソ
ン
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
走
る
こ
と
を

頑
張
る
こ
と
で
、
世
の
中
が
元
気
に
な
る
こ
と
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
、
東
京
の
道
を
ラ
ン

ナ
ー
が
走
る
こ
と
を
通
し
て
実
現
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。「
自
分
が
走
る
こ
と
に
よ
っ
て
色
々
な
も

の
に
貢
献
す
る
」。
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続

い
て
ほ
し
い
流
れ
で
す
。
そ
し
て
2
0
2
0
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
き
っ
ち
り
と
つ
け
た

い
道
筋
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
が
面
白
い
の
は
何
一
つ
と
し
て
同
じ

内
容
の
走
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
天
気
や

気
温
、
参
加
選
手
の
人
数
、
自
分
の
体
調
な
ど

で
走
り
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
全
て
の
不
確
定
要

素
を
全
て
受
け
入
れ
て
自
分
の
力
に
す
る
こ
と
が

マ
ラ
ソ
ン
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
思
っ

た
通
り
の
走
り
が
で
き
る
ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
る
は

第3部 講演

バルセロナオリンピック、アトランタオリンピックの女子マラソンメダリスト
1966年岡山県生まれ。就実高校、日本体育大学を卒業して、(株)リクルート入社。バルセロ
ナオリンピック、アトランタオリンピックの女子マラソンでは銀メダル、銅メダルを獲得。
2007年2月18日、日本初の大規模市民マラソン『東京マラソン2007』でプロマラソンラン
ナーを引退。
1998年NPO法人「ハート・オブ・ゴールド」設立、代表理事就任。2002年4月アスリートの
マネジメント会社「ライツ」（現 株式会社RIGHTS. ）設立、取締役就任。スペシャルオリン
ピックス日本理事長、日本プロサッカーリーグ理事。他これまで、国際陸連（IAAF）女性委員
会委員、日本陸上競技連盟理事、国連人口基金親善大使、笹川スポーツ財団評議員、社会
貢献支援財団評議員等の要職歴任。
2010年6月、国際オリンピック委員会（IOC）女性スポーツ賞を日本人として初めて受賞。同
12月、カンボジア王国ノロドム国王陛下より、ロイヤル・モニサラポン勲章大十字を受章。

有森裕子 （ありもり・ゆうこ）　 Profi le

17時30分

講演をされた有森裕子さんも参加。参加者との歓談
や記念撮影に交流会の花でした

夢のみち2015を終えて

笑顔いっぱいの記念撮影！

フォーラムに
参加された皆さんは、
地道な活動の大切さを
実感されたようです。

「夢のみち2015」は、フォーラムの開催を
もって、全てのコンテンツを無事に終了いた
しました。『人

ひと

・街
まち

・未
み ら い

来』～つながる“みち”づ
くり～をテーマに様々な企画を実施すること
で、今まで以上に道の大切さを知っていただ
けたと思っております。
夏休み中に開催した親子体験ツアーは、普
段見ることのできない環状七号線地下調節
池の見学や、普段乗ることのできないロード
スイーパー（路面清掃車）への体験試乗がで
き、大変好評でした。
イベントでは、ロードスイーパーや移動水族
館車の展示をはじめ、花と笑顔の写真で東北
の復興を応援するコーナーなど、体験・体感
型の催しを積極的に取り入れ、多くの皆さん
に楽しんでいただけました。
10回目となったフォーラムは、悪天候で足元
が悪いにも関わらず、大勢の参加者で賑わい
ました。特にボランティア団体活動発表では、
4団体の熱心な活動状況や日頃の苦労話な
どをお聞きすることができ、参加された皆さ
んにとって、「東京ふれあいロード・プログラ
ム」を通じた今後の
活動の励みや、さら
なる活性化のきっか
けとなったことを嬉
しく思っております。
本当にありがとうご
ざいました。

 （公財） 東京都道路整備保全公社 公益事業課長   橋詰 顕

Yumenomichi
Forum

フォーラムは同じ思い

を持つ参加者のコミュ

ニケーションの場です。
新たな出会いや旧交を温め

たり……絆は着実に深まって

いきます。
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　（公財）東京都道路整備保全公社では、平成27年9月9日（水）、都議会議事堂
１階都民ホールにおいて、『「夢のみち」2015フォーラム～地域主導のみちづくり
～』を開催しました。「東京ふれあいロード・プログラム」認定団体や都内で地域貢
献活動を行うボランティア団体等の相互交流・連携を目的としたもので、交通の安
全、道路の正しい利用、道路愛護活動等にご尽力された個人及び団体に対する道
路功労者表彰式もあわせて行いました。
　当日はあいにくの雨の中、「東京ふれあいロード・プログラム」認定団体をはじめ
とした都内で様々なボランティア活動を行っている団体や区市町村職員（アドプト・
プログラム担当者）など、多くの皆様に参加していただきました。
　内容も盛り沢山で大盛況となったフォーラムの模様を誌上で紹介します。

（公財）東京都道路整備保全公社の横溝良一理事長の主催者挨拶で『「夢のみち」
2015フォーラム～地域主導のみちづくり～』がスタートしました。
第1部は道路功労者表彰式、第2部は各団体の活動紹介、第3部はオリンピックの女
子マラソン・メダリストの有森裕子氏による講演という構成で、密度の濃い時間となり
ました。

フォーラムの開会にあたり
挨拶をする横溝良一理事長

表彰にあたり挨拶をされる
佐野克彦東京都建設局長 

日頃より道路の美化・清掃などにご尽力いただき、道路行政にご協力いただいている皆様の道路功労者
表彰式を行い、13団体が表彰されました。

長年にわたり道路美化活動に取り組まれている3つの団体と、震災復興に向けての取り組みをされている福島県の1団
体が登場。限られた時間の中で特色ある活動について、わかりやすく発表。それぞれの発表後に質疑応答がありました。

夢のみち2015フォーラム
～地域主導のみちづくり～開催!
公益目的事業①（道路に関する普及啓発事業）

2015.9.9

第1部

第2部

道路功労者表彰式

ボランティア団体等活動発表

●道路功労者 国土交通大臣賞表彰  ●道路功労者 建設局長賞表彰

● 開 催 日 時

●フォーラム

●交　流　会

●参 加 対 象

●講　演　者

13時30分14時

主催：（公財）東京都道路整備保全公社　共催：東京都建設局

平成27年9月9日（水）14時～18時30分

14時から17時15分（13時30分開場）
都議会議事堂1階「都民ホール」

17時30分から18時30分
都議会議事堂1階

「TOKYO都庁議事堂レストラン」

都内で「道」に関するボランティア活動を
行っている団体及び道路功労者表彰を　
受賞する個人または団体等

有森裕子 氏

受賞者（敬称略）
トキワクラブ、江戸川
区立清新第一小学校

❶原町会環境協力会
 第一支部
活動地域／三鷹市
発表者：石崎 明氏

❸第一学院高等学校
　立川キャンパス
活動地域／立川市
発表者：入江美希氏 
 菊池裕輝也氏 
 萩原健介氏

❹［特別発表］
福島県いわき建設事務所
活動地域／いわき市
発表者：
           所長 前田和則氏

受賞者（敬称略）
新川 花の輪、中野区東部ボランティア、社会福祉法人あか
ねの会、第一学院高等学校 立川キャンパス、八丈町末吉自
治会

●（公社）日本道路協会 道路功労者賞表彰

受賞者（敬称略）
葛西「四季の道」「新長島川」水と緑に親しむ
会、南大谷フラワークラブ、南陽台自治会 道路
アドプトの会、サンクレイドル八王子北野台管理
組合、八王子市元山町第四町会、赤羽順子

（公社）日本道路協会 道
路功労者賞表彰は、西倉
鉄也東京都建設局道路
監より、感謝状と記念品
が贈られました

国土交通大臣賞表彰、建設局長賞
表彰は、佐野克彦東京都建設局長よ
り、感謝状と記念品が贈られました

受付横には、「道で咲かせよう東
北の花～都庁舎前 花壇育成プロ
ジェクト～」にて連携している東
北3県の活動紹介パネル・パンフ
レットを設置

原町会環境協力会第一支部は、平成19年に
東京ふれあいロード・プログラムに認定されま
した。都道123号（天文台通り）、天文台正門
から裏門までの約350Ｍの緑地周辺におい
て、主に都道内の緑地・歩道等の清掃、除草、低
木類の剪定、芝の刈込みなどを行っています。
法人会員も含め約60世帯、子どもから高齢者
まで幅広い人たちが参加しています。毎年11
月の第2土曜日には、地元で育てたパンジー
を1000ポット植え、地域の皆さんに喜ばれて
います。これからも近隣の環境を良くしていき
たいと思っています。

平成17年8月8日に地元の有志が集まって発
足しました。平成20年からは毎年5月の第2
日曜日に「中野の桜に感謝し、来年もきれいな
花を咲かせてもらいたい」という願いを込め
て、中野駅北口から北へ400Mまでの桜57
本の根元に肥料を与える「お礼肥え」をしてい
ます。平成23年に東京ふれあいロード・プログ
ラムに認定され、周辺のゴミ拾いなどもしてい
ます。これからは中野通りの桜並木全体に「お
礼肥え」のグループが誕生するように働きか
けていきたいです。桜だけでなく、地域の花の
咲く木に広がることを願っています。

❷八
はち

八
はち

会
活動地域／中野区
発表者：井出和夫氏

福島県いわき市は浜通り地方の南に位置し、
人口は32万人、面積は東京23区の約2倍で
す。東京都と（公財）東京都道路整備保全公社
の「道で咲かせよう東北の花～都庁舎前 花壇
育成プロジェクト～」には、平成26年度から参
加させていただいています。本年度はいわき
市内の高校や小中学校、市民活動団体など、計
13団体が参加して、送っていただいた園芸資
材で育てた花で被災地の道路や学校などを飾
らせていただいています。花を植えることを通
じて東京と被災地である東北の復興にもつな
がる素晴らしいプロジェクトで、震災前より元気
な地域を作っていきたいと思っています。

今回、道路功労者建設局長賞をいただきまし
た。第一学院高等学校立川キャンパスのボラ
ンティアサークルは、8年前に生徒の社会貢献
の経験から自分自身に自信を持って欲しいと
いう思いから発足しました。本年度は主に火曜
日の放課後、トングに軍手、オレンジのジャケッ
トを着て、東京ふれあいロード・プログラムの
活動区域の都道149号あたりから都道16号
の清掃活動をしています。これからもこの活動
を継続していくために、活動の楽しさややり甲
斐を後輩たちに伝え、植栽活動にも挑戦した
いと思っています。



1959年大阪府生まれ。'79年に
NHKドラマ「車輪の一歩」でデ
ビュー。フジテレビ系時代劇「銭形
平次」、角川映画「里見八犬伝」
等 に出演し、順調に俳優として成
長する。 '85 年テレビ朝日系時代
劇「必殺仕事人V」で ニヒルなイ
メージの殺し屋“組紐屋の竜”を
演じ、 人気を不動のものとする。

きょうもと・まさき

ドラマだけでなくバラエティ番組
での人気も高く、日本テレビ『火
曜サプライズ』京さま慎ちゃんの
47都道府県で飛ばすぜ！ 、ニッ
ポン放送『京本政樹のラジと
ば』にレギュラー出演中。
シンガーソングライターとしても
アルバム・リリースや楽曲提供
など精力的に活動を続け、京
本政樹作詞作曲NEWシングル

「Doubt〜ダウト〜」を発売中。

︱
︱
日
本
テ
レ
ビ『
火
曜
サ
プ
ラ
イ
ズ
』で

柳
沢
慎
吾
さ
ん
と
の
街
歩
き
が
大
好
評
で
す
が
。

︱
︱
ゆ
っ
く
り
と
オ
フ
が
取
れ
た
ら

行
っ
て
み
た
い
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？

︱
︱
日
本
全
国
、世
界
各
地
に
行
か
れ
て
い
ま
す
が
、

印
象
に
残
って
い
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？

︱
︱
京
本
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
か
。

︱
︱
学
生
時
代
に
熱
中
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

京
本　

と
に
か
く
ワ
ン
パ
ク
で
怪
我
が
絶
え
な
か
っ
た
で
す
。子
ど

も
の
頃
は
誰
も
が
冒
険
家
で
す
よ
ね
！
そ
れ
は
僕
も
例
外
で
は
な

く
、友
だ
ち
と
神
社
や
森
を
探
検
し
て
い
ま
し
た
。歩
い
て
い
る
う

ち
に
全
く
知
ら
な
い
風
景
に
な
り
、怖
く
な
って
交
番
に
飛
び
込
ん

だ
ら
パ
ト
カ
ー
で
家
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
…
…
。

昔
の
子
ど
も
は「
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
１
１
０
番
」と
言
わ
れ
て
い
た

の
と
、友
だ
ち
の
お
父
さ
ん
が
警
察
官
で
と
て
も
優
し
か
っ
た
の

で
、警
察
が
と
て
も
身
近
な
存
在
で
し
た
。今
考
え
る
と
、迷
惑
な

話
で
す
よ
ね
…
…
。

て
剣
道
部
を
作
り
ま
し
た
。そ
の
頃
に
柔
道
の
段
を
取
得
し
た
の

で
、今
考
え
る
と
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
ね
。中
学
の
友

人
か
ら
は
い
ま
だ
に
、「
京
本
は
容
赦
な
く
俺
の
こ
と
を
投
げ
て
い

た
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

京
本　

柔
道
と
剣
道
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。父
が
柔
道
の
有
段
者

で
、高
い
と
こ
ろ
か
ら
落
ち
た
時
に
柔
道
の
受
け
身
の
お
か
げ
で

怪
我
を
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。小
学
校
3
年
生
の
時
に
駅
前
に

あ
っ
た
道
場
に
通
わ
さ
れ
ま
し
た
。4
年
生
の
時
に『
柔
道
一直
線
』

の
放
映
が
始
ま
っ
て
、み
ん
な
が
道
場
に
通
い
始
め
た
時
に
は
す
で

に
3
級
く
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す
。ち
ょっ
と
し
た
自
慢
の
種
で
し
た

（
笑
）。6
年
生
に
な
る
と『
俺
は
男
だ
』と
い
う
剣
道
の
ド
ラ
マ
が

大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。主
演
の
森
田
健
作
さ
ん
が
本
当
に
か
っ
こ
よ

く
て
、す
ぐ
に「
剣
道
や
り
た
い
」と
母
に
言
う
と
、「
両
方
を
追
っ

か
け
る
の
で
は
な
く
、1
つ
を
し
っ
か
り
や
っ
た
方
が
い
い
」と
言
わ

れ
ま
し
た
。で
も
、「
両
方
で
段
を
取
れ
ば
い
い
！
」と
思
い
、剣
道

の
道
場
に
も
通
い
始
め
ま
し
た
。中
学
校
で
は
剣
道
部
に
入
り
た

か
っ
た
の
で
す
が
、剣
道
部
が
無
か
っ
た
ん
で
す
。だ
か
ら
中
学
3

年
の
時
に
学
校
に
申
請
し
て
、部
員
集
め
か
ら
全
部
自
分
で
や
っ

京
本　

実
は
僕
は
ず
っ
と
イ
ン
ド
ア
派
で
、ほ
と
ん
ど
散
歩
は
し
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
。仕
事
で
ハ
ワ
イ
に
行
っ
て
も
海
に
行
か
な
か
っ
た

く
ら
い
で
す
。『
火
曜
サ
プ
ラ
イ
ズ
』で
気
心
の
知
れ
た
仲
良
し
同

士
が
ゆ
か
り
の
地
を
旅
す
る『
く
さ
れ
え
ん
珍
道
中
』と
い
う
コ
ー

ナ
ー
に
、20
年
来
の
親
友
の
柳
沢
慎
吾
ち
ゃ
ん
と一
緒
に
出
て
欲
し

い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
が
全
て
の
始
ま
り
で
す
。本
当
は

１
週
し
か
流
さ
な
い
予
定
だ
っ
た
の
が
納
ま
り
き
ら
ず
に
、結
局
２

カ
月
近
く
放
送
さ
れ
ま
し
た（
笑
）。そ
れ
が
好
評
を
い
た
だ
い
た

よ
う
で
、都
バ
ス
に
乗
っ
て
隠
れ
た
名
所
を
探
す「
京
さ
ま・慎
ち
ゃ

ん 

都
バ
ス
で
飛
ば
す
ぜ
ぃ
！
」、そ
し
て
現
在
は
全
国
各
地
の
隠
れ

ご
当
地
グ
ル
メ
を
探
す「
京
さ
ま
慎
ち
ゃ
ん
の
47
都
道
府
県
で
飛

ば
す
ぜ
！
」に
出
演
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。今
は
日
本
各
地
を

ロ
ケ
で
回
って
い
ま
す
が
、僕
た
ち
は
観
光
地
で
は
な
く
、そ
の
土
地

の
人
が
住
ん
で
い
る
町
や
商
店
街
に
行
って
い
る
の
で
、地
元
の
方
と

の
会
話
が
楽
し
い
で
す
ね
。き
れ
い
な
景
色
を
観
た
り
、美
味
し
い

も
の
を
食
べ
た
り
す
る
の
が
旅
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い

う
散
策
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
絶
対
に
行
か
な
か
っ
た
場
所
に
行

け
た
り
、い
ろ
ん
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、長
く
続

け
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。僕
の
人
生
に
と
っ
て
す
ご
く
大

京
本　

僕
は
東
京
の
下
町
な
ど
昭
和
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
場
所

に
行
く
の
が
好
き
な
ん
で
す
。昭
和
34
年
生
ま
れ
な
の
で
、懐
か

し
い
風
景
が
残
っ
て
い
る
と
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。小
学
生
の
時

に
よ
く
行
っ
た
駄
菓
子
屋
さ
ん
の
あ
る
街
並
み
が
下
町
に
は
ま
だ

残
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。井
戸
な
ど
を
見
つ
け
る
と
本
当
に
少
年

時
代
を
思
い
出
し
、「
ち
ょっ
と
昔
の
友
だ
ち
に
電
話
し
て
み
よ
う

か
な
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。で
も
、近
代
化
さ
れ
た
場
所

を
回
る
の
も
意
外
と
面
白
い
こ
と
に
最
近
気
が
付
き
ま
し
た
。僕

は
50
年
後
の
街
も
見
て
み
た
い
の
で
す
が
、そ
れ
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
し
…
…
だ
か
ら
50
年
後
を
見
ら
れ
る
後
輩
が
す
ご
く
う
ら

や
ま
し
く
て
ね
。で
も
未
来
型
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
50
年
後
を

先
取
り
し
た
気
分
に
な
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。仕
事
で
は
駅
や
空
港

か
ら
そ
の
ま
ま
目
的
地
に
移
動
し
て
楽
屋
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
、

風
景
や
景
色
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
時
間
が
な
い
の
で
残
念
な
ん

で
す
。だ
か
ら
最
近
は
可
能

な
限
り
泊
ま
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。つ
い
最
近
、番
組
で

北
陸
に
行
っ
た
時
に
、共
演
者

の
方
は
み
ん
な
す
ぐ
に
帰
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
が
、僕
は
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
か
ら「
コ
ロッ
ケ
さ

ん
と
散
策
ロ
ケ
を
や
り
ま
せ

ん
か
」と
誘
わ
れ
て
、ゆ
っ
く

り
と
散
策
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ッ
ケ
さ
ん
と
は
同
い
年
で

元
々
親
交
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、知
ら
な
い
土
地
を
2
人
で

歩
き
な
が
ら
、地
元
の
人
た

ち
と
話
を
し
た
こ
と
で
さ
ら

に
絆
が
深
ま
っ
た
気
が
し
ま

す
。

き
な
影
響
を
与
え
た
番
組
で
す
。

京
本　

京
都
を
ゆ
っ
く
り
見
て
回
り
た
い
で
す
ね
。若
い
頃
は
時

代
劇
の
仕
事
が
多
か
っ
た
の
で
京
都
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の

に
、毎
日
、撮
影
所
と
ホ
テ
ル
の
往
復
で
街
の
散
策
を
ほ
と
ん
ど
し

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
た
な
〜
」と
今
更
な

が
ら
に
思
い
ま
す
。京
都
の
町
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
き
な
が
ら
、「
坂

本
龍
馬
や
西
郷
隆
盛
が
こ
の
辺
で
新
し
い
日
本
を
作
る
た
め
の
会

合
を
し
た
の
か
な
」と
か「
こ
の
道
を
新
撰
組
は
通
っ
た
の
か
な
」

な
ど
と
思
い
を
は
せ
、タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
気
分
を
味
わ
い
た
い
で

す
。東
京
で
新
し
い
も
の
を
求
め
て
の
探
検
も
い
い
で
す
ね
。少
し

前
に
、友
人
が
い
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
洗
車
に
行
っ
た
時
、す
ご

く
天
気
が
良
く
気
持
ち
が
良
か
っ
た
の
で
待
ち
時
間
に
ふ
ら
っ
と

散
歩
を
し
ま
し
た
。よ
く
車
で
通
る
道
の
は
ず
な
の
に
、歩
い
て
み

る
と
風
景
が
全
く
違
う
ん
で
す
。普
段
だ
っ
た
ら
気
に
も
留
め
な

い
路
地
が
気
に
な
っ
て
入
っ
て
行
く
と
、素
敵
な
お
店
も
沢
山
あ
っ

て
嬉
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。結
局
、渋
谷
の
道
玄
坂
ま
で
出

て
し
ま
っ
た
の
で
、タ
ク
シ
ー
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
ま
で
戻
り
ま
し

た（
笑
）。後
日
、後
輩
と
食
事
を
し
た
時
に
、そ
の
時
発
見
し
た
お

店
に
行
っ
た
の
で
す
が
、御
主
人
と
仲
良
く
な
っ
て
今
で
は
行
き
つ

け
に
な
って
い
ま
す
。
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京
本
政
樹
さ
ん
は
１
９
７
９
年
の
俳
優
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、時
代
劇
、現
代
劇
、大
河
ド
ラ
マ
な
ど
に
多
数
出
演
。

容
姿
に
合
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
妖
艶
な
役
か
ら
、コ
ミ
カ
ル
な
役
ま
で
幅
広
く
演
じ
る
実
力
派
と
し
て

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。現
在
は『
火
曜
サ
プ
ラ
イ
ズ
』の
企
画
で
日
本
中
を
歩
き
回
る
コ
ー
ナ
ー
が

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
京
本
さ
ん
に
京
本
政
樹
流
の
散
歩
術
を
伺
い
ま
し
た
。
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小
金
井
市
は
都
心
か
ら
西
方
に
約
25
㎞
、東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
ま
す
。

今
か
ら
お
よ
そ
３
万
年
以
上
前
、は・

・け
や
野
川
の
水
辺
に
人
々
は
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。は
け
と

は
立
川
市
か
ら
大
田
区
ま
で
に
ま
た
が
る
段
差
の
こ
と
で
、国
分
寺
崖
線
と
も
呼
ば
れ
、様
々
な
場
所
か

ら
湧
き
水
が
出
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
承
応
３
年（
１
６
５
４
）、玉
川
上
水
が
完
成
す
る
と
、武
蔵
野
の
各
地
か
ら
人
々
が
移
り

住
み
、18
世
紀
前
半
の
享
保
年
間
に
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、武
蔵
野
の
原
野
は
畑

地
と
雑
木
林
に一変
し
ま
し
た
。そ
し
て
、幕
命
で
武
蔵
野
新
田
開
発
の
世
話
役
に
な
っ
た
川
崎
平
右
衛

門
に
よ
っ
て
、玉
川
上
水
の
両
岸
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、千
本
桜
と
呼

ば
れ
、江
戸
の
花
見
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
桜
並
木
の
桜
は
奈
良
の
吉
野
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
て
植
え
た
も
の
で
、由
緒
あ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
し
た
。俳
人・正
岡
子
規
も「
玉
川
の
流
れ
を
引
け
る
小
金
井
の　

桜
の
花

は
葉
な
が
ら
咲
け
り
」と
詠
ん
だ
通
り
、こ
の
桜
は“
葉
と
と
も
に
咲
く
”ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
し
た
。

　

満
開
の
桜
越
し
に
遠
く
富
士
山
を
望
む
絶
景
は
、全
国
か
ら
泊
ま
り
が
け
で
見
に
来
る
ほ
ど
の
人
気

と
な
り
、歌
川
広
重
や
葛
飾
北
斎
も
、こ
の
小
金
井
の
桜
を
描
い
て
い
ま
す
。近
年
は
桜
と
い
え
ば
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
で
す
が
、こ
れ
は
江
戸
末
期
頃
に
植
木
職
人
が
作
り
出
し
た
園
芸
種
で
す
。

明
治
22
年（
１
８
８
９
）４
月
、甲
武
鉄
道（
現
J
R
中
央
線・新
宿

—

立
川
間
）が
小
金
井
村
の
ほ

ぼ
中
央
に
東
西
一
直
線
に
敷
か
れ
ま
し
た
。小
金
井
村
の
花
見
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
開
業
さ

れ
、後
に
小
金
井
村
に
も
臨
時
電
車
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。武
蔵
小
金
井
駅
が
開
設
さ
れ

た
の
は
大
正
15
年（
１
９
２
６
）の
こ
と
で
、純
農
村
だ
っ
た
小
金
井
村
は
駅
前
を
中
心
に
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、大
正
期
に
名
勝「
小
金
井（
桜
）」と
し
て
指
定
を
受
け
た
桜
の
名
所・小
金
井
は
、名
だ
た
る

華
族
や
文
士
た
ち
の
別
荘
地
と
し
て
愛
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。さ
ら
に
、眺
望
の
良
い
は
け
の一帯
も
実
業

家
た
ち
の
別
荘
地
に
な
り
、滄そ

う
ろ
う
せ
ん
え
ん

浪
泉
園
や
三
楽
公
園
に
往
時
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
金
井
は
第
二
次
大
戦
後
、首
都・東
京
の
近
郊
と
し
て
都
市
化
が
著
し
く
進
み
、昭
和
30
年
代
に
は

人
口
も
急
激
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
武
蔵
小
金
井
駅
前
を
南
北
に
貫
く
小
金
井
街
道
に
沿
っ

て
、中
心
的
な
商
店
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、農
工
大
通
り
な
ど
の
東
西
方
向
の
道
路
に
沿
っ

て
街
は
広
が
って
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年（
１
９
５
８
）、市
制
が
施
行
さ
れ
て
現
在
の
小
金
井
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
翌
年
に
は

武
蔵
小
金
井
駅
の
北
口
広
場
が
整
備
さ
れ
、都
市
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
駅

前
に
進
出
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
に
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
高
架
化（
三
鷹

—

国
分
寺
間
）が
実
現
し
、武
蔵
小
金
井
駅
東
側
の

“
開
か
ず
の
踏
切
”が
解
消
さ
れ
た
こ
と
で
、人
や
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
交
え
る
便
利
で
暮
ら
し

や
す
い
街
に
な
り
ま
し
た
。武
蔵
小
金
井
駅
舎
も
明
る
く
モ
ダ
ン
な
建
物
に
建
て
替
え
ら
れ
、小
金
井

市
内
で
は
７
カ
所
の
踏
切
が
廃
止
さ
れ
、８
カ
所
の
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。

 

こ
の
高
架
化
に
伴
い
、武
蔵
小
金
井
駅
南
口
が
再
開
発
さ
れ
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
駅
前
ま
で
乗
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、利
便
性
が
大
い
に
高
ま
り
ま
し
た
。さ
ら
に
駅
前
に
出
会
い
と
交
流
の
場「
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
コ
ー
ト
」も
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
金
井 

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）の
完
成
に
よ
り
、文
化
交
流
も
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。館
内
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
古
典
芸
能
ま
で
の
舞
台
芸
術
に

対
応
で
き
る
大
ホ
ー
ル
を
始
め
、市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
和
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
、様
々
な
芸
術・文
化
交

流
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、市
内
初
の
防
災
機
能
を
有
し
た
公
園
と
し
て
梶
野

公
園
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。こ
の
他
、Ｊ
Ｒ
東
小
金
井
駅
で
も
駅
周
辺
の
再
開
発
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
は
都
心
近
く
に
位
置
し
な
が
ら
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
と
て
も
住
み
や
す
い
街
で

す
。市
内
に
は
小
金
井
公
園
、武
蔵
野
公
園
、野
川
公
園
と
３
つ
の
広
大
な
都
立
公
園
が
存
在
す
る
他
、

数
多
く
の
市
民
公
園
や
緑
地
、さ
ら
に
花
々
や
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
心
地
よ
い
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

て
、人
々
の
憩
い
の
場
と
な
って
い
ま
す
。

　

中
で
も
小
金
井
公
園
は
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
始
め
約
50
種
、１
７
０
０
本
も
の
桜
が
見
ら
れ
る
、都
内
屈
指

の
桜
の
名
所
で
す
。こ
の
桜
は
、桜
と
公
園
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、野
川
沿
い
に
約
５
０
０ｍ
に
わ
たって
咲
く
１
６
０
本
あ
ま
り
の
し
だ
れ
桜
も
必
見
で
す
。

　

桜
は
、小
金
井
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
章
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
他
、Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
で

は
、発
車
ベ
ル
に
童
謡「
さ
く
ら
さ
く
ら
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、小
金
井
市
は
、東

京
農
工
大
学
、東
京
学
芸
大
学
を
始
め
、小・中・高
の
学
校
が
20
を
超
え
る
、学
園
都
市
と
い
う
横
顔
も

持
って
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
は
、活
気
に
あ
ふ
れ
た
街
と
、豊
か
な
緑
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
調
和
し
た“
住
み
や
す
い
街
”と

し
て
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

水
と
坂
と
桜
の
街・小
金
井

農
村
か
ら
変
貌
し
た

武
蔵
小
金
井
駅
周
辺

鉄
道
と
と
も
に
始
ま
っ
た
小
金
井
の
近
代
化

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
高
架
化
で
、

利
便
性
が
大
幅
ア
ッ
プ
し
た
武
蔵
小
金
井
駅
周
辺

周辺のリニューアルで
さらに便利で

暮らしやすくなった
小金井

■モノクロ写真提供／小金井市

江戸時代の面影を残す
農家の母屋

（昭和40年頃　前原町）
　

武蔵小金井駅南口（昭和40年頃） 武蔵小金井駅南口（昭和25年頃） 武蔵小金井駅南口（昭和15年頃） 小金井街道（昭和14年頃
武蔵小金井駅南口付近）

武蔵小金井電車区付近（昭和29年）

明治30年代の
小金井橋

武蔵小金井駅北口（昭和34年）武蔵小金井駅 第三小学校前に
バス路線開通（昭和32年）

玉川上水の花見（昭和初期） 小金井橋付近の水車のある風景
（昭和40年頃）

甲武鉄道開業案内状
（明治22年）

北 口 南 口
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「東京 橋のポケットマップ」
好評販売中です！

※詳細につきましては、裏表紙をご覧ください。

　「
御
厩
の
渡
し
」は
、
別
名「
三さ

ん
ず途
の
渡
し
」と
も
呼
ば
れ

て
い
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。『
江
戸
鹿
子
』に
は「
明
暦
年
中
大
火
の
頃
ほ
ひ
、

所
々
の
堀
溝
に
斃た

お

れ
た
る
骸
骨
を
集
め
て
舟
に
乗の

せ

て
、
今
の

回
向
院
へ
運
送
し
け
る
川
口
な
れ
ば
、
か
く
い
ふ
な
る
べ
し
」

と
あ
る
。「
明
暦
年
中
大
火
の
頃
ほ
ひ
」と
は
、
明
暦
３
年

（
１
６
５
７
）の
正
月
18
〜
20
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
燃
え

続
け
た「
明
暦
の
大
火
」の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
火
事
で
は
江

戸
城
の
本
丸
や
天
守
閣
が
焼
亡
し
、
江
戸
市
中
の
３
分
の
２

を
燃
や
し
つ
く
し
、
火
事
の
以
前
と
以
降
で
は
、
江
戸
の
町

の
様
相
は
一
変
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
10
万
人
以
上
が
亡

く
な
り
、
多
く
が
身
元
不
明
の
焼
死
体
で
あ
っ
た
。
幕
府
は

重要文化財・勝鬨橋の
橋脚内見学ツアーを実施しています！
※詳しくは、P18またはホームページをご覧ください。

公社 見学ツアー

参加費
無料 !

木
材
で
架
け
ら
れ
た
厩
橋

重重要文化財・勝鬨橋の
おかげ

さまで10周年

い
た
。
こ
の
舟
は
、
乗
客
に
対
す
る
扱
い
が
荒
っ
ぽ
か
っ

た
の
か
、
高
札
に
は
番
人
や
船
頭
は
往
還
の
人
に
対
し
て
、

上
下
に
よ
ら
ず
無
礼
な
振
る
舞
い
や
悪
口
を
た
た
い
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
う
注
意
書
き
ま
で
明
記
し
て
あ
っ
た
。

　
人
も
馬
も
渡
し
た「
御
厩
の
渡
し
」だ
っ
た
が
、
歌
川
広
重

の『
名
所
江
戸
百
景
』の「
御
厩
河
岸
」と
題
し
た
錦
絵
に
は
、

本
所（
左
岸
側
）か
ら
渡
っ
て
き
た
舟
が
岸
に
着
く
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
。
舟
の
先
端
に
は
、
白
塗
り
の
顔
に
手
拭
い

で
ほ
ほ
被
り
し
た
女
性
が
２
人
立
ち
、
女
性
た
ち
の
後
ろ
に

男
性
が
座
っ
て
い
る
。
こ
の
女
性
た
ち
は
、
本
所
か
ら
渡
っ

て
来
る
夜
鷹
と
呼
ば
れ
た
私
娼
で
、
後
ろ
の
男
性
は
妓ぎ

ゅ
う夫

（
牛
）と
い
う
客
引
き
兼
用
心
棒
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

彼
女
た
ち
は
春
夏
秋
の
夕
方
、
妓
夫
を
伴
い
浅
草
方
面
に

現
れ
、
腹
が
す
く
と
専
ら
担
ぎ
売
り
の
屋
台
の
そ
ば
を
食

べ
て
い
た
。
そ
れ
か

ら
、
屋
台
の
そ
ば
が

「
夜
鷹
そ
ば
」と
も「
夜

鳴
き
そ
ば
」と
も
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

遺
体
を
舟
に
乗
せ
、
隅
田
川
を

渡
っ
て
本
所
ま
で
運
び
、
塚
を

造
っ
て
埋
葬
し
た
。
そ
の
跡
に

建
造
さ
れ
た
の
が
、
両
国
の
回

向
院
で
あ
る
。

　
つ
ま
り「
御
厩
の
渡
し
」が
常

設
さ
れ
る
33
年
前
、
こ
の
付
近

か
ら
遺
体
を
乗
せ
た
舟
が
隅
田

川
を
渡
っ
た
こ
と
か
ら「
三
途

の
渡
し
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と『
江
戸
鹿
子
』は
解

説
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

渡
し
は
馬
も
乗
せ
て
い
た
せ
い

か
、
転
覆
事
故
も
多
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら「
三
途
の
渡
し
」と
い
う
言
葉
が
、
こ
の
渡
し
舟
の

蔑
称
と
し
て
流
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
維
新
後
の
明

治
５
年（
１
８
７
２
）の
春
、
花
見
客
を
乗
せ
た
舟
が
転
覆
す

る
事
故
を
起
こ
し
て
世
間
を
騒
が
せ
た
。

　
船
着
き
場
の
付
近
に
地
元
の
住
民
た
ち
が
資
金
を
出
し
合

い
、
木
造
で
橋
を
架
け
た
の
が
明
治
７
年（
１
８
７
４
）の
こ

と
で
あ
る
。
長
さ
は
５
１
１
尺（
約
１
５
０
ｍ
）、
幅
20
尺（
約

６
・６
ｍ
）だ
っ
た
。
し
か
し
、
木
橋
で
あ
っ
た
た
め
老
朽
化

も
早
く
、
わ
ず
か
20
年
余
り
の
ち
の
明
治
26
年（
１
８
９
３
）

に
、
東
京
府
に
よ
り
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
小
説
家
で

俳
人
だ
っ
た
矢
田
插そ

う

雲う
ん

氏
は
著
書『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』に
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　「
其そ

の
渡
し
は
維
新
後
間
も
無
く
廃
絶
し
て
其
の
一ち

ょ
っ
と寸

上
流
の
所
へ
木
造
の
厩
橋
と
い
ふ
の
が
出
来
た
が
、
明
治

二
十
六
年
四
月
、
夫そ

れ
か
ら
又
少
し
上
流
に
當あ

た

る
と
こ
ろ
へ

現
在
の
鉄
橋
が
架
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）橋
の
長
さ

八
十
六
間
に
１
尺（
約
１
５
５
ｍ
）と
い
う
端は

が
附
き
工
事
費

も
亦ま

た

七
萬
九
千
〇
三
十
八
圓
九
十
五
銭
二
厘
と
い
う
端
が
つ

い
て
居
る
。（
中
略
）爾じ

ら
い来
御
厩
河
岸
の
様
に
二
文
ず
つ
の
渡

賃
が
要い

ら
な
く
な
っ
て
結
構
だ
と
新
東
京
人
あ
た
じ
け
な
い

（
け
ち
な
）事
を
云
っ
た
も
の
だ
が
…
…（
後
略
）」。

　
明
治
26
年（
１
８
９
３
）に
完
成
し
た
鉄
橋
の
堂
々
た
る
厩

橋
は
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
、
鋼
材
は
火
災
の
熱
で
変
形

し
た
。
現
在
の
橋
は
大
正
15
年（
１
９
２
６
）９
月
に
震
災
復

興
橋
梁
と
し
て
着
工
し
、
昭
和
４
年（
１
９
２
９
）に
竣
工
し

た
３
連
の
タ
イ
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。
淡
い
グ
リ
ー
ン
に
彩

ら
れ
た
親
柱
の
上
部
に
は
め
こ
ま
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に

は
馬
が
描
か
れ
、
橋
灯
の
支
柱
に
は
馬
の
浮
き
彫
り
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
橋
を
渡
り
な
が
ら
川
面
に
目
を
や
る
と
、
御
厩

の
渡
し
舟
が
運
航
し
て
い
た
江
戸
の
残
映
が
彷
彿
と
し
て
く

る
の
で
あ
っ
た
。

453

廐橋
都
営
浅
草
線

隅
田
川

都
営大江戸線

御
蔵
前
通
り

江
戸
通
り

首
都
高
速
6
号
向
島
線

首
都
高
速
6
号
向
島
線

蔵前駅

蔵前駅
都営大江戸線

6

春日通り

歌川広重
『名所江戸百景』「御厩河岸」
（国立国会図書館デジタル化資料）より

厩　橋

馬のレリーフが施された照明の支柱

最 寄 駅／都営大江戸線・都営浅草線蔵前駅
●架橋位置／台東区駒形１丁目・蔵前２丁目～墨田区本所１丁目
●橋長／151.4ｍ　●幅員／22.0m

台東区駒形１丁目、蔵前２丁目と墨田区本所１丁目
を結ぶ隅田川に架橋された、都道 453 号本郷亀

戸線（春日通り）を通す橋。現在の橋は、昭和 4 年（1929）
に関東大震災の復興で架け替えられた 3 連タイドアーチ式の橋。
　　

TOKYO

Bridge

文筆業・編集者。長野県生まれ。通信社記
者、歴史関係出版社編集者を経て独立。
著書に『一冊で日本の名著100冊を読む』
『続・一冊で日本の名著100冊を読む』
(友人社)、『東京お墓巡り～時代に輝いた
50人～』（ＮＨＫ出版）、『江戸・東京　橋も
のがたり』『大江戸災害ものがたり』(明治
書院)など多数。現在、江戸文化・故事・伝
説の実踏的研究をすすめている。

酒井茂之　さかい・しげゆき
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現
在
、
隅
田
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
橋
は
、
上
流
の
新

神
谷
橋
か
ら
、最
下
流
に
あ
る
、建
設
中
の
築
地
大
橋
ま
で
、

33
も
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
隅
田
川
に

は
わ
ず
か
に
５
つ
の
橋
し
か
な
く
、
川
を
行
き
来
す
る
に

は
渡
し
舟
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
厩
橋
が
最
初
に
架
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
７
年

（
１
８
７
４
）の
こ
と
で
あ
り
、
安
永
３
年（
１
７
７
４
）に

架
橋
さ
れ
た
吾
妻
橋
に
次
い
で
、
隅
田
川
に
誕
生
し
た
６

番
目
の
橋
に
な
っ
た
。
か
つ
て
厩
橋
の
下
流
、
右
岸
側
に

広
大
な
幕
府
の
御
米
蔵
が
あ
り
、
知
行
地
を
も
た
な
い
旗

本
・
御
家
人
の
扶ふ

ち

ま

い

持
米
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
米
を
運

搬
す
る
た
め
の
、
馬
を
飼
っ
て
お
く
馬
小
屋
が
、
橋
の
付

近
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら「
厩
橋
」と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　
隅
田
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
橋
の
付
近
に

は
、
か
つ
て
渡
し
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
多

い
。
渡
し
場
に
出
る
に
は
、
そ
こ
に
つ
な
が

る
道
が
あ
り
、
道
に
つ
な
が
る
よ
う
に
橋
が

架
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
、
道
路
整
備
の
上

で
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
と
い
っ

て
い
い
。
渡
し
場
が
あ
っ
た
場

所
と
、
橋
が
架
け
ら
れ
た
地
点

が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
同
じ

場
所
で
は
な
い
に
し
ろ
、
こ
の
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　「
御
厩
の
渡
し
」に
つ
い
て『
御
府
内
備
考
』は
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。

　「
御
米
蔵
の
北
よ
り
本
所
石
原
へ
達
す
る
大
川
の
船
渡
な

り
。
昔
此
邊
に
御
厩
あ
り
し
ゆ
え
の
名
な
り
。
又
古
く
は

文も
ん
じ
ゅ
い
ん
の
わ
た
し

殊
院
渡
と
も
稱し

ょ
う

せ
り
。
こ
は
こ
ゝ
よ
り
西
の
方
な
る
八

幡
宮
の
別
當
、
昔
は
文
殊
院
と
號
せ
し
ゆ
え
な
り
。
此
渡

船
の
事
は
對
岸
南
本
所
外
手
町
に
住
せ
る
與（
与
）左
衛
門
、

そ
の
ほ
か
壹い

ち
に
ん人
組
合
に
て
、
請
負
ひ
て
進
退
す
と
い
ふ
」

　
こ
の
渡
し
舟
は「
御
廐
の
渡
し
」と
呼
ば
れ
る
前
は
、「
文

殊
院
の
渡
し
」と
も
い
わ
れ
、
與
左
衛
門
と
い
う
者
が
組
合

を
つ
く
り
、
元
禄
３
年（
１
６
９
０
）２
月
に
開
設
し
た
。

渡
し
場
に
は
、
町
奉
行
が
設
置
し
た
高
札
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た
。
延
享
４
年（
１
７
４
７
）の
高
札
に
は
、
舟
賃
は
１

人
に
つ
き
鳥ち

ょ
う
も
く目（
銭
）２
文
、
馬
が
1
匹
２
文
と
書
か
れ
、

馬
も
人
も
渡
し
賃
が
２
文
で
あ
っ
た
。
た
だ
武
士
に
は
特

権
が
あ
り
、
人
馬
共
に
渡
し
賃
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
主
人
の
共
を
せ
ず
、
ま
た
刀
も
差
さ
ず
、
屋
敷
か

ら
発
行
さ
れ
た
手
形
を
持
た
な
い
者
は
、
２
文
ず
つ
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
し
て
あ
っ
た
。「
御
厩
の
渡
し
」

は
、
舟
が
８
艘
、
船
頭
14
人
、
４
人
の
番
人
で
運
営
し
て

橋
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、東
京
の
橋
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

橋
の
付
近
に
橋
が
完
成
す
る
ま
で
は
、「
御お

ん
ま
い厩
の
渡
し
」と

呼
ば
れ
る
渡
し
舟
が
運
航
し
、
最
初
は「
お
ん
ま
い
橋
」と

称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（台東区駒形１丁目・蔵前２丁目
～墨田区本所１丁目）

厩
う ま や

　橋
ば し

第 11 回

酒 井 茂 之

隅
田
川
に
架
け
ら
れ
た

６
番
目
の
橋

人
も
馬
も
渡
し
て
い
た
渡
し
舟

親柱の上部にある馬を描いたステンドグラス

厩橋
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開催日時 : 平成28年2月22日（月）10時～16時

募集人員： 都内勤務在住者30名（申込多数の場合は抽選）

申込期間： 平成28年1月5日（火）～平成28年1月29日（金）　
　　　　    ※申込の詳細はホームページをご覧ください。
　　　　　　http://mf.infra-ict.jp/tokyo/

問合せ先： 道路アセットマネジメント推進室
　　　　   電話／03-5381-3351　FAX／03-5381-3835

  重要文化財・勝鬨橋「橋脚内見学ツアー」＆
「学生・技術者向けツアー」実施中

インフラメンテナンス及び東京ブリッジサポーター講習会受講者を募集します！

平成27年度「電線共同溝整備講習会」に講師として参加しました 公益目的事業①（講習会事業）

公益目的事業①（道路アセットマネジメント支援事業）

公益目的事業①（道路見学ツアー事業）

東京都建設局道路管理部安全施設課が開催した「電線共同溝整備講
習会」に公社道路部みちづくり推進課から3名が講師として参加しま
した。この講習会は7月8日（水）から10日（金）の3日間にわたって
行われ、公社は7月10日の実践編にて、都内区市町村の電線共同溝
担当者約90名に対し、講義を行いました。

当公社では、都内の道路をはじめ種々の構造物（インフラ）を多くの
目でみまもり、都内にお住まいの方、及びお勤めの方と協働で都市
の安全・安心を確保するため、『インフラメンテナンス及び東京ブリッ
ジサポーター講習会』を開催しています。
講習会修了後には、受講した方々にブリッジサポーター認定証が発
行され、都内インフラの健康確保において一翼を担うボランティア
活動をお願いしています。
講習会を受講してボランティア活動に、ぜひ参加してみませんか？

公社では無電柱化の更なる進展に貢献するため、このような講習会を通じて、区市
町村に技術支援を実施しております。

講師が実際に業務で使用した設計図面や現場写真を多用することにより、単
純明快でかつ専門的な講義を実施することができ、受講者の多くが熱心に耳
を傾けていました。

■「電線共同溝事業における(公財)東京都道路整備保全公社の役割」
　講師：みちづくり推進課長　　清水　孝次
■「設計時の注意点」～設計から施工までの具体例や注意点～
　講師：みちづくり推進課地中化第三係主事　　柿沼　絢也
■「施工時の注意点」～施工、検査等における具体例や注意点～
　講師：みちづくり推進課地中化第三係専門調査役　　高沢　康央

公社が講義した内容及び講師は以下のとおりです。

［橋脚内見学ツアー］

［学生・技術者向けツアー］

■ツアー内容：橋脚内の開閉装置（機械設備）を説明者と一緒に見学します。毎週木曜日（祝日を除く）1
日4回実施（10時～、11時～、13時30分～、14時30分～）。参加人数は各回5名程度。参加費用は無
料。ツアー案内は東京都建設防災ボランティア協会。集合場所は「かちどき橋の資料館」

■ツアー内容：勝鬨橋や隅田川橋梁群などを
テーマにした、学習・研修目的の学生・技術者向
けツアーです。ツアー内容、開催日時、参加人数
などはご相談に応じます。
●開催回数：月1～2回程度（希望日の1カ月前
までにお申込みください）●開催日：資料館開館
日のうち火・金曜日。●参加人数：1回10～15
名程度（団体で申込み）●参加費用：無料

■申込先：
●総務部 公益事業課    03-5381-3380

■申込方法：往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学希望日時（第5希望まで・午前、午後、
全日可）⑥参加人数（1通5名様まで）を記入して下記宛先までお申込みください。返信はがきにて見学日
時をお知らせします。返信用にはご自分の住所、氏名のご記入をお願いいたします。なお、お送りいただい
た個人情報については、ツアー運営以外の目的には使用いたしません。

■申込先：〒163-0720　新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル20階
（公財）東京都道路整備保全公社「かちどき橋の資料館」予約係宛

※橋脚内へは 3.5m の垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、自力で昇降が可能な方。
※落下防止の安全装置の着用が必要であり、安全装置の体重制限である 100kg 以下の方。
※小学生以上（身長 110ｃｍ位）の方。※悪天候の場合は中止する場合があります。
※汚れても良い服装、運動靴等での参加をお願いいたします（スカート、ハイヒール等不可）。

おかげ
さまで10周年

172015 AUTUMN●

N
ew

 O
pen

当公社では、駐車場事業で得た収益を使用し、災害発生
時に道路機能を早期回復させるための資機材配備場所
である『道路防災ステーション』を都道高架下へ配備する
計画を推進しており、この度平成27年8月に、松本連続
陸橋高架下へ新たに配備いたしました。
当公社が配備する道路防災ステーションは、平成25年度
の大和陸橋高架下（第三建設事務所管内）、平成26年度
の神谷陸橋高架下（第六建設事務所管内）に続き、３箇所
目となります。
今後も、災害発生時の道路復旧作業において、都内全域
をカバーできるよう、順次配備予定です。

松本連続陸橋高架下（第五建設事務所管内）に道路防災ステーションを配備いたしました

所在地：江戸川区大杉五丁目31番地先（松本連続陸橋高架下）

公益目的事業①（防災性向上事業）

道路防災ステーション全景 内観

http://www.s-park.jp/
パーキングをお探しの方、都内駐車場案内サイトs-park をご活用ください！

道路防災ステーション
（松本連続陸橋）

松本二丁目
松本弁天南

大杉五丁目
公園

松本ふじの花公園

セブンイレブン
鹿本橋

●

●

●

新
中
川環

七
通
り
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公益財団法人 東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

首 都 東 京 の 再 生 と 都 市 機 能 の 維 持 増 進

道路事業（公益目的事業①）

　東京都内の道路ネットワークの早期完成に向け、都道の骨格幹線道路のうち、一部路線の用地取
得業務を東京都から受託しています。
　また、計画道路に掛かる「マンション敷地」の用地取得、震災時の大規模火災の発生により、特に甚
大な被害が想定される「木造住宅密集地域」の用地取得についても、公社のノウハウを活かし集中的
に取り組んでいます。
　さらに、区部における都市計画道路の早期整備に向け、特に支援を必要とする区道の用地取得支
援業務を行っています。

１） 道路用地取得事業

　踏切渋滞や踏切事故解消のため、多数の踏切
を一挙に除去する「連続立体交差化事業」にあ
わせて、沿道環境の保全や地域の円滑な交通を
確保するための側道整備等の事業を東京都か
ら受託しています。

３） 道路整備事業
　  鉄道連続立体交差事業に係る　
　  側道整備等事業

　電線類を地中化して電柱を撤去す
ることにより、都市防災機能の向上、
安全で快適な道路空間の確保、都市
景観の向上を図る無電柱化事業を東
京都から受託しています。
　公社は、東京都と分担して首都高速
中央環状線内側（センター・コア・エリ
ア）の約半分の都道の無電柱化事業
に取り組むとともに、第一次緊急輸送
道路の無電柱化についても受託し、高
度防災都市の実現に貢献しています。
　また、無電柱化エリアの面的な拡大
を図るため、区市町村の無電柱化事業
の業務を受託するとともに、事業に関
する相談対応など総合的支援を行っ
ています。

２） 無電柱化推進事業

1. 道路の早期整備への貢献

　道路と一体的に整備された「東京都八重洲駐車場」など都営駐車場6場（1,245台）の指定管理
者として、安全かつ効率的な管理運営を行っています。また、公益財団法人ならではの公益的施策を
実践するほか、防犯・防災対策の強化等、安全・安心で快適な駐車場づくりに取り組んでいます。

① 先駆的施策の実践
●30分未満駐車料金無料化の実施　●荷さばき駐車車両の受入れ
●パーク＆ライドの実施　●駐車場地上部の緑化等

② 防犯・防災対策の強化
　警察署・消防署と連携した実践的な防犯・防
災訓練の実施、地域・所轄警察署と協力した防
犯パトロールの実施、「東京防犯優良駐車場」
の認定継続（平成16年度から認定）等に取り
組んでいます。

１） 東京都駐車場の管理運営
2. 都内駐車場への普及支援

駐車対策事業（公益目的事業②）

　違法路上駐車の削減や環境負荷軽減等、都市の環境改善に資する調査・研究を行っています。
　大学や民間企業等の研究機関から駐車対策に関連する研究テーマを幅広く募り、研究に対して支
援を行う「提案公募型研究」などを実施しています。

1. 都市の環境改善に資する調査・研究

自主経営事業（収益事業）

　明るく快適な地下歩行空間の確保、賑わ
いの創出や利便性の向上のため、新宿駅
西口広場において、イベントコーナーやブ
ライトサインの管理運営を行っています。

1. 新宿駅西口広場活性化事業
　自社所有の駐車場は、都区市等の公有地を有効利用して運営をしています。
利用者ニーズに対応したサービス向上や使いやすく快適で安全・安心等の駐車
場づくりを目指すとともに、公益的・先駆的施策を展開しています。

2. 駐車場事業

　１日の乗降客が300万人を超える新宿駅の
新宿副都心西口広場や、環状二号線築地虎ノ
門トンネルや環状八号線井荻・練馬トンネルを
はじめ、都道に付帯する重要道路施設の管理業
務を東京都から受託し、利用者に安全で快適な
道路空間を提供しています。

１） 道路管理事業
2. 道路施設等の安全・安心な管理の　

無電柱化前

無電柱化により安全で快適な街並みを実現（墨田区桜橋通り）

無電柱化後

　公社駐車場において、電気自動車の普及に必
要な充電インフラの設置運営等、都市の環境改
善に資する先駆的施策を実施しています。
●電気自動車充電インフラの設置運営
●駐車場の緑化の推進等

２） 公社駐車場を通じた環境改善の強化

208場9,787台(平成27年4月1日現在)(うちオートバイ受け入れ60場1,246台)
１） 駐車場の管理運営

新宿駅西口広場におけるブライトサインの掲出

環状二号線 築地虎ノ門トンネル

得られた収益を広く　

全 事 業 の 実 施 を 通 じ て 　
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公社は、全ての事業を通じ、首都東京の再生と都市機能の維持増進、都民生活の向上に貢献しています。

都 民 生 活 の 向 上

　東京都の道路施策に対
する都民の関心を高める
とともに、道路の整備や維
持管理の必要性を広くPR
することを目的として、都
内の道路施設や道路工事
現 場 などを 見 学 するツ
アーを実施しています。

１） 道路見学ツアー事業
3. 都民と共に進めるみちづくり支援

　駐車場情報調査結果や、民間企業、自治体等から提供される情報などをもとに、都内時間制駐車場
のほぼ100％をカバーする駐車場案内サイトを運営しています。
　約21,000場の駐車場位置情報と、約7,200場の駐車場満空情報を、ホームページ、携帯電話、ス
マートフォン、カーナビゲーションを通じて案内しています。
　また、自動二輪車駐車
場については、都内オー
トバイ駐車場案内サイト
「s-park for riders」で、
約470場の位置情報と、
9場でのライブカメラ映
像による空き駐車場情報
を案内しています。

都内駐車場案内サイト「s-park」の運営
3. 駐車場情報の提供

　震災時における円滑な道路機能を確保する
ため、都内の緊急輸送道路等に架かる一部の
橋梁の耐震補強工事を受託しております。ま
た、災害発生時に道路交通に障害が生じた際に
道路機能を早期回復するための道路啓開作業
を支援するため、作業に必要となる資機材を配
備する「道路防災ステーション」を設置・運用し
ています。

２） 防災性向上事業
　推進

大曲荷物積み替えステーション

施工前 施工後

●自動二輪車用駐車場整備助成
●満空情報発信端末設置助成
●場名入りＰ看板設置助成

３） 民間駐車場等への支援

●30分未満駐車料金無料化の実施
●荷さばき可能駐車場の設置
●荷物積み替え駐車場の設置
●カーシェアリング事業支援
●低公害車割引の実施
●身体障害者割引の実施 等

２） 駐車場における公益的・先駆的取組の展開

●お客様満足度の向上
●防犯・防災対策の強化
●LED照明の導入　等

３） 使いやすく快適で、
　  安全・安心な駐車場づくり

30分未満
駐車料金無料
案内看板

緊急輸送道路等の橋梁の耐震化 道路防災ステーション

首都高速中央環状品川線
工事現場見学ツアー

ガイドと歩く街路樹ツアー

　都民が、道とふれあい、
道に親しみを持ち、道が
日々の生活に身近な施設
であることを実感しても
らうことを目的に、道路愛
護に関する参加型イベン
ト「夢のみち」事業を主催
しています。

２） 道路に関する普及啓発事業

「夢のみち」道路標語・絵画コンクールの表彰式 「夢のみち」フォーラム

◆ その他道路事業
●工事監督の支援事業　●土木材料試験事業　●講習会事業　●都有地管理事業
●道路アセットマネジメント支援事業　●道路に関する助成事業

警察署と連携
した防犯訓練
「東京都東銀
座駐車場」

都民・社会に還元

公 益 性 ・ 公 共 性 を 追 求
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★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
　A～Eの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズル⑪

Crossword Puzzle

答えは、TR-mag.42号にて発表

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、
ご希望のプレゼント名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中から抽選でご希望の賞

品をプレゼントいたします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコン
や携帯からもご応募できます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合せに必要な範囲内で利用し，同意なく第三者への提供は行いません。

締切／平成28年1月31日（締切当日消印有効）

ク
ご希望の

品をプレゼントいたしま

応募方
法

クロスワードパズルでリフレッシュ！

頭の柔軟
体操で

気分転換し
てみません

か？

パズルを解
いて

プレゼント
をゲット!!

TR-mag.40
クロスワードパズルの答え

答えは「ジュッシュウネン」でした。
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答えは「ジ「ジュッシュウネン」でした
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ヨコのカギ

小学校の教材でも用いられる、
日本で古くから親しまれている植物

英語で、現在、今のこと

葱を背負って歩いてきます

夫婦の愛情を温かく描いた大晦日に
演じられることが多い人情噺

別名「ノドグロ」

ジキルと○○○

丸太などを適当な大きさに切ること

角膜の屈曲率を変え、視力を矯正する手術

地下水をくみ上げます

髪の毛をとかす道具

1

4

6

7
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12
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16

19

20

タテのカギ



 公社オリジナル
『都内オートバイ駐車場MAP』
『特注トミカs-park都営バス』

こがねい郷土かるたK ARUTA

C HARACTER
GOODS

京本政樹さんのNEWシングル「Doubt～ダウト～」を京本政樹さんのサイン入りで
3名様にプレゼント。詳細は応募方法をご確認ください。

小金井市のイメージキャラクター「こきんちゃん」グッズ（①②③④のいずれか
1点）を各3名様にプレゼント。詳細は応募方法をご確認ください。

Doubt～ダウト～
京本政樹

小金井市のキャラクター
「こきんちゃん」

今号の「東京を遊ぶ」で訪れた小金井市のイメージキャラクターの「こきんちゃ
ん」は、小金井市の名誉市民でもあるスタジオジブリの宮崎駿監督が制作し
たものです。ほっこりした笑顔で心をなごませてくれる「こきんちゃん」をモチー
フにしたグッズは人気上昇中です。

今号の「散歩の時間」に
ご登場いただいた俳優の
京本政樹さんは、シンガー
ソングライターとしても活
躍されています。そんな
京本さんが NEW シングル

「Doubt ～ダウト～」をリ
リースしました。「ニッポン
放送のレギュラー番組『京
本政樹のラジとばっ!』の
オープニング曲「Doubt」
を始め、エンディング曲の

「はつ雪」、前エンディン
グ曲「トーキョー・ブルー」
が収録されています。

（公財）東京都道路整備保全公社が編集したライダーのた
めの『都内オートバイ駐車場 MAP2015』。掲載駐車場
数もさらに充実しました。また、公社が開催する様々なイ
ベントで大人気のノベルティー『特注トミカ s-park 都営バ
ス』も大好評です。

小金井市の市制 50 周年記念グッズとして制作されたのが「こがねい郷土かるた」
です。小金井市の歴史や文化財を中心にして制作された郷土かるたは、楽しく遊
びながら小金井市について学ぶことができます。

①こきんちゃんクッキー
　（100g） 3名

②こきんちゃんがまぐち 3名　
③こきんちゃんチャーム（左） 3名 
④こきんちゃんピンバッジ（右） 3名

こがねい郷土かるたを3名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

（公財）東京都道路整備保
全公社のオリジナルグッズ

（①②〈非売品〉のいずれ
か1点）をプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

❶100名

❷100名
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次号は平成28年2月1日発行予定です。

発行日／平成27年11月1日
発行元／公益財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0720東京都新宿区西新宿2丁目7番1号　小田急第一生命ビル20階
　　　　TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
　　　   公社ホームページ　http://www.tmpc.or.jp
企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

※掲載データは平成27年10月20日現在のものです。

プレゼント応募方法
Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応募ハ
ガキに、P21のクイズの答えをご記入の上、ご応募ください。また、下記の

プレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、ご応募もできます。尚、プレゼ
ント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる場合がございますので、あらかじ
めご了承ください。

●応募締切／平成28年1月31日（日）(専用応募ハガキによるご応募の場合は、
締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要

な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！
（機種によりうまく表示されない場合があります）

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募アドレス

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

CD



「東京 橋のポケットマップ」好評販売中！！

■マップの内容
①隅田川編 
②日本橋川・神田川編 
③23区西部・臨海部編
④23区東部・荒川編 
⑤多摩編
※5編1セットとなっております。
■販売価格／800円（5編1セット）

「東京 橋のポケットマップ」は、国の重要文化財に指定
された勝鬨橋、永代橋及び清洲橋等の歴史的価値やそ
の他特徴のある橋など全309橋を水系別に紹介！また、
橋を探索しながらまち散歩ができるように、携帯に便利
なポケットサイズです。この機会に是非お求めください。

309橋を

水系別に紹介！ 

■販売場所

※商品についての問い合せや郵送販売のご依頼はこちらで受け付けております、
　お気軽にお問合せください。

①公益財団法人東京都道路整備保全公社＜事業係＞
新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル20階
03-5381-3131　販売時間：9:00～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

③東京水辺ライン（公益財団法人東京都公園協会）
墨田区横網1-2-15
03-5608-8922　販売時間：9:00～16:30（月曜日を除く）

②錦糸町パークタワー（公益財団法人東京都道路整備保全公社）
墨田区江東橋3-5-16
03-3635-0074　販売時間：24時間営業（年中無休）

④東京観光情報センター（公益財団法人東京観光財団）
新宿区西新宿2-8-1　東京都庁第一庁舎1階
03-5321-3077　販売時間：10:00～18:00（年末年始を除く）

⑤首都高速道路大黒パーキングエリア
神奈川県横浜市鶴見区大黒埠頭15
045-505-0161　販売時間：6:30～22:30

⑥首都高速道路平和島パーキングエリア（上り）
大田区平和島2-1-2
03-3766-5281　販売時間：6:00～21:30

⑦首都高速道路川口パーキングエリア（上り）
埼玉県川口市大字赤山字曲輪四430-1
048-294-4811　販売時間：6:00～21:30

⑧首都高速道路湾岸線市川パーキングエリア
千葉県市川市高浜町11番地
047-395-3381　販売時間：6:30～21:00
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T R（  T  は  To k y o  ・ To w n  を、R  は  R o a d  を象 徴 ）は 、
東 京 都 道 路 整 備 保 全 公社 の 事 業 を 表 すブランドネームで す。

これからも、渋滞対策や、うるおいのある道路空間の創出をはじめ、
様々な公益事業を積極的に展開していきます。

人もクルマも 、
  ホッとする 街 づくり 。

東京 橋のポケットマップ


